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ー
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
よ
り
一

村

田

靖

子

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
世
紀
以
前
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
ほ
ぼ
全
域
に
お
い
て
、
ム
フ
タ

シ
ブ
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
各
都
甫
ご
と
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
ム
フ
タ
シ
ブ

の
職
務
は
、
自
分
の
任
地
で
あ
る
都
市
内
の
経
済
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
り
、
市
場
で
の
不
正
や
違
反
の
取
り
締
ま
り
が
そ
の
主
な
活
動
で
あ
っ
た
。

こ
の
職
務
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
商
人
、
職
人
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
仕
事
内
容
が
煩
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
「
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
」
と
呼
ば
れ

る
典
物
が
し
ば
し
ば
著
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ム
フ
タ
シ
ブ
と
し
て
の
心
得
、

職
務
内
容
、
お
よ
び
、
商
人
や
職
人
た
ち
が
行
う
商
売
上
の
不
正
方
法
を
記

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
手
引
書
に
よ
っ
て
、
ム
フ
タ
シ
ブ
た
ち
は
次
代
の

者
た
ち
に
、
効
率
の
良
い
職
務
遂
行
の
方
法
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
手
引
書
は
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
時
代
と
場
所
ご
と
に
加
筆
修
正
さ
れ
た

同
様
の
写
本
が
多
数
作
ら
れ
た
。

　
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
は
、
著
者
自
身
の
経
験
や
先
代
の
ム
フ
タ
シ
ブ
た
ち
の

経
験
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
通
常
の
史
書
と
は
異
な

り
、
全
階
や
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
件
の
記
録
で
は
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
こ
の
手
引
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
歴
史
的
事
実
と
し
て

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
こ
の
手
引
書
が
頻
繁
に

利
用
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
ヒ
ス
パ
の
手
引
書
は
実
際
の
職
務
遂
行
に
有
効
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
当
時
の
社
会
状
況
と
乖
離
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
手
引
書
は
成
立
当
時
の
都
市
の
状

況
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
描
か
れ
た
都
布
社
会
は
、

歴
史
上
の
あ
る
時
点
で
の
実
在
の
社
会
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
実
社
会
に

含
ま
れ
て
い
た
何
ら
か
の
事
実
を
伴
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
手
引
書
の
内
容
か
ら
、
当
時
の
社
会
構
造
の
モ
デ
ル
を
作
り
嵐
す
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こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
史
書
に
は
現
れ
な
い
、

一
般
市
民
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
社
会
を
こ
れ
に
よ
り
盟
ら
か
に
す
る
事
が

可
能
な
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
史
料
が
ム
フ

タ
シ
ブ
の
観
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ス
バ
の
手
引

書
の
著
者
は
、
経
済
を
管
理
す
る
上
で
ム
フ
タ
シ
ブ
が
注
意
す
べ
き
点
を
記

述
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
各
々
の
職
業
や
経
済
活
動
を
全
体
的
に
記
述
し

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
見
方
は
一
方
的
で
あ
る
。

加
え
て
、
ム
フ
タ
シ
ブ
の
管
轄
外
の
職
業
や
活
動
に
つ
い
て
は
無
視
さ
れ
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
。
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
は
、
ム
フ
タ
シ
ブ
の
側
か
ら
見
た
、

管
理
の
対
象
と
し
て
の
都
市
機
の
経
済
活
動
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

各
職
業
の
全
体
像
や
都
市
内
の
経
済
活
動
全
体
を
描
い
て
い
る
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
は
社
会
生
活
の
実
態
が
う
か
が
え
る
史
料
と
い
う
こ
と

で
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
史

料
を
使
用
し
て
実
際
に
都
市
生
活
の
分
析
を
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

　
　
　
②

っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
上
述
の
よ
う
な
こ
の
手
引
書
の
持
つ
限
界
の
た
め
で
も

あ
ろ
う
。
だ
が
、
都
市
に
生
活
す
る
住
民
の
具
体
的
な
経
済
活
動
を
多
少
な

り
と
も
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
や
は
り
こ
の
手
引
書
を
詳
し
く
分
析
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
生
活
史
の
観
点
か
ら

も
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
ヒ
ス
バ
の
季
引
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
は
広
い
範
囲
に
及
ぶ
が
、
そ

の
中
で
も
特
に
食
糧
関
係
の
記
事
が
量
的
に
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当

時
の
人
々
の
主
食
で
あ
っ
た
穀
物
－
特
に
小
麦
一
が
収
穫
さ
れ
て
か
ら
消
費

者
の
も
と
に
届
く
ま
で
の
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
蜜
蒔
存
在
し
た
穀
物
に
関

わ
る
諸
職
業
の
実
態
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
各
職
業
の

関
連
を
探
り
、
都
市
に
お
け
る
穀
物
流
通
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

躍
的
と
す
る
。

　
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
全
域
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
数

あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
先
代
の
手
引
書
の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ら
の
原
型
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
、
比
較
的
成
立
時
期
が
早
く
、
内
容
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

実
務
的
で
あ
る
七
種
の
手
引
書
を
主
と
し
て
使
用
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

手
引
書
は
成
立
時
期
も
地
域
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
時
代
や
地
域
を
限
定
し

て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
時
代
に
つ
い
て
は
広
く
九
世
紀

か
ら
　
四
世
紀
頃
を
対
象
と
し
、
本
稿
で
は
便
宜
上
こ
の
時
期
を
中
世
と
呼

ぶ
。
ま
た
、
地
域
に
つ
い
て
は
現
在
の
リ
ビ
ア
あ
た
り
を
境
に
大
き
く
西
と

東
に
分
け
、
両
者
を
対
比
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
西
の
地
域
に
属
す
る
手
引

書
に
は
、
ア
ソ
ダ
ル
ス
の
「
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ウ
…
フ
の
手
引
書

（
ロ
…
ω
斜
一
振
　
囲
圓
　
餉
α
9
1
び
　
9
一
一
び
一
ω
び
9
　
毛
ρ
り
一
一
導
口
げ
け
㊤
ω
一
び
）
」
（
圏
塑
　
｝
○
世
紀
千
成
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立
）
、
「
イ
ブ
ソ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ー
ソ
の
手
引
書
（
菊
6
巴
ρ
陰
、
7
ρ
ロ
魯
、
≦
帥
．
7

玄
ω
σ
㊤
）
」
（
同
2
．
一
一
－
一
二
世
紀
成
立
）
、
「
サ
カ
テ
ィ
ー
の
手
引
書
（
丙
7

翁
び
駿
畿
帥
げ
巴
む
δ
げ
騨
）
」
（
ω
ρ
＝
一
1
＝
二
世
紀
成
立
）
が
あ
り
、
補

助
的
に
北
ア
フ
リ
カ
の
「
ヤ
フ
ヤ
ー
の
書
（
国
幽
縞
げ
巴
占
焉
震
巴
鄭
ザ
犀
帥
旨

管
賞
ヨ
回
．
2
由
9
ぬ
）
」
（
磯
q
”
九
世
紀
頃
成
立
）
を
使
用
す
る
。
中
心
的
な
手

引
書
が
全
て
．
ア
．
．
ン
ダ
ル
ス
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
西
の
地
域
は
ア
ン
ダ
ル
ス

と
い
う
名
称
で
代
表
さ
せ
る
。
ま
た
東
の
地
域
の
手
引
雷
に
は
、
イ
ラ
ン
の

「
ウ
ト
ゆ
ル
ー
シ
ュ
の
手
引
書
（
囚
一
裁
げ
巴
－
普
江
。
。
箇
σ
）
」
（
d
穆
ヒ
九
一
一
〇

世
紀
成
立
）
、
ジ
リ
ア
の
「
シ
ャ
イ
ザ
リ
ー
の
手
引
書
．
（
法
笹
助
団
二
巴
貞
癖
び
㊤

誹
賞
冨
び
亭
嘗
ω
冨
）
」
（
。
。
N
”
一
二
世
紀
頃
成
立
）
、
エ
ジ
プ
ト
の
「
イ
ブ

ソ
・
ア
ル
ウ
フ
ッ
ワ
の
手
引
書
（
窯
斜
、
艶
圃
二
巴
ゐ
鷺
σ
黛
鋳
ρ
琶
鼠
ヨ
㊤
緊

甘
。
。
げ
騨
）
」
（
目
q
噸
＝
ニ
ー
一
四
世
紀
成
立
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て

マ
シ
ュ
ヲ
ク
の
手
引
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

．
①
ム
フ
タ
シ
ブ
の
具
体
的
な
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ヒ
ス
パ
の
手
引
需

　
に
見
る
ム
フ
タ
シ
ブ
ー
お
も
に
ア
ン
ダ
ル
ス
を
中
心
と
し
て
」
『
藤
南
ア
ジ
ア

　
研
究
』
三
九
、
一
九
九
三
参
照
。

②
　
㍗
O
■
い
p
⊃
雌
峯
揖
は
、
お
も
に
ω
e
を
用
い
て
｝
o
戸
山
コ
舘
。
剛
し
o
o
ヨ
紳
二
〇
ω
ε
－

　
．
象
窃
に
、
、
．
、
日
9
く
脚
a
。
。
葺
。
冒
8
『
箕
簿
p
凱
8
0
h
p
7
Q
o
9
ρ
p
瓢
、
の
○
σ
。
・
鵯
＜
9
二
9
虜

　
o
鵠
Ω
遷
ぎ
．
p
諺
α
聞
ピ
溜
7
営
＝
一
訂
σ
q
”
、
（
一
り
“
Q
Q
）
、
、
．
6
げ
。
同
鵠
器
畦
℃
言
欝
窪
。
ご
。
暢
p

　
℃
孚
し
。
器
σ
q
o
o
巖
ω
o
a
o
。
。
（
ン
繭
僧
1
ぐ
劉
N
一
口
）
貯
p
p
＞
頃
α
a
夢
解
冨
に
一
。
。
げ
ρ
冨
p
コ
墓
紀
”
、

　
（
一
〇
圃
O
Q
y
、
．
ω
o
ヨ
o
O
冴
霞
く
僧
銑
9
窃
。
諺
些
。
じ
ご
『
⑦
帥
二
↓
毒
O
o
ヨ
ぞ
ε
ω
嵐
ヨ

　
蜜
欝
σ
・
p
（
O
P
．
〉
・
團
）
．
　
一
ト
⇒
O
O
）
、
．
（
お
。
。
、
一
）
と
い
う
連
作
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ

　
ち
は
本
論
文
執
筆
の
際
…
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
　
た
だ
A
．
．
8
0
≦
費
審
…
．
．
．
は
製

　
粉
の
内
容
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
粉
の
質
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、

　
本
論
文
の
目
的
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
。

③
こ
れ
ら
全
て
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

　
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
全
て
を
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
と
呼
ぶ
。
そ
れ
ら
の
略
号
は

　
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
＜
¢
”
＜
喜
漁
σ
・
、
q
∋
鏑
ミ
、
き
ミ
も
鱈
禽
ミ
ミ
ー
碁
諭
ミ
喬
、
§
塙
．
ミ
ら
鳶
、

　
　
　
　
8
⊆
う
一
ω
一
㊤
刈
0
．

　
　
圖
肉
し
げ
コ
．
＞
9
φ
γ
男
瀞
．
黒
㌧
、
、
沁
傾
替
詞
嫡
々
雲
量
む
冨
σ
脚
要
2
．
一
－
営
⊆
官
？

　
　
　
　
鎗
σ
．
、
　
（
o
自
’
ど
ひ
〈
7
唱
6
＜
⑦
昌
嶋
a
、
　
『
さ
帖
恥
　
鳳
鷲
隠
跨
ミ
愚
ミ
職
ミ
鳶
し
・
糺
馬

　
　
　
　
賢
動
貯
）
O
鐵
δ
δ
窃
伊

　
　
H
＞
”
H
σ
ロ
、
〉
σ
二
薗
ρ
、
．
切
貯
創
冨
⇒
、
7
ρ
三
団
．
’
＜
p
”
7
鐸
凱
9
り
ぴ
欝
．
”
（
瞳
げ
置
・
）
O
瀞
廿
・
o

　
　
　
　
一
㊤
肋
9

　
　
Q
D
ρ
輯
ω
9
』
9
職
、
ミ
鷺
守
喬
諏
叙
勘
σ
ミ
㍗
ミ
魯
3
勺
費
♂
一
り
認
■

　
　
α
8
”
d
震
誘
ダ
．
、
囚
搾
倒
σ
自
・
γ
言
鉱
協
σ
．
、
、
笥
ご
傍
鷺
織
薦
亀
句
ミ
ミ
O
曳
馬
偽
ミ
ミ
軋

　
　
　
　
点
り
α
Q
◎
■

　
　
ω
N
“
ω
ぴ
3
、
N
p
昌
”
ミ
凄
勘
黛
ミ
ミ
ー
蓑
＆
a
、
馴
、
ミ
衛
⇔
ミ
心
室
魯
3
し
づ
臥
≡
仲
δ
ま
・

　
　
H
q
”
H
ぴ
詳
9
－
d
包
毎
’
＜、
2
さ
．
ミ
馬
ミ
ミ
心
画
ミ
鋤
急
喬
自
昏
瀞
勘
ミ
ミ
志
軌
魯
3

　
　
　
　
い
O
昌
儒
O
コ
一
〇
し
Q
o
σ
．

　
　
ま
た
、
使
用
し
た
辞
書
の
略
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
勺
冨
鼻
”
切
①
自
。
＜
宣
P
H
（
二
b
鳶
欺
s
ミ
．
壼
ミ
勺
封
ミ
．
さ
§
霧
堕
O
雰
♪
一
『
o
お
G
。
⑤

　
　
ω
p
も
℃
∴
一
）
o
N
ざ
影
．
、
9
§
、
凧
ミ
馬
ミ
§
ミ
ミ
亀
ご
↓
ミ
帖
喰
携
ミ
ミ
曾
勲
い
。
盈
。
”

　
　
　
　
蕊
○
◎
一
（
δ
や
じ
夢
9
≡
け
お
曾
）
’

　
　
O
扁
。
も
。
∴
り
o
N
ざ
痴
‘
筒
謬
α
q
蝕
M
罵
詳
を
．
罵
；
O
、
題
偽
ミ
遺
糺
恥
勉
ミ
N
ミ
偽
急
落
発
起
ミ
勉

　
　
　
　
ミ
勺
s
、
ミ
恥
ミ
闘
乱
駄
蕊
曽
跨
譜
、
”
」
葦
富
噛
い
o
a
o
＝
一
〇
◎
O
り
（
器
℃
■
ご
d
o
貯
三

　
　
　
　
ち
凝
）
．

　
　
ピ
。
諺
◎
q
．
”
労
o
a
＞
＄
ユ
。
ヨ
㌶
凋
ω
℃
鋤
，
o
貯
嚇
b
慨
（
琶
㌦
竃
ミ
㌃
、
o
§
ミ
、
箋
鱒
馬
＆
塁
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特
毫
。
ミ
（
紺
p
ミ
’
）
b
竃
β
。
飢
ユ
島
お
8
．

田
二
ぎ
　
9
出
置
3
さ
　
ミ
嵐
勘
ミ
．
、
馬
ー
ミ
駄
ミ
秘
ミ
　
ミ
ム
辱
亀
絶
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需
ミ
ミ
鴇
3
切
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回
田
一
㊤
鴇
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国
餐
…
肉
喬
遷
ミ
魯
蕊
糺
ミ
魚
富
、
職
、
き
（
卜
。
昌
α
①
O
．
）
り
①
δ
睾
．

二
　
穀
物
の
用
語
と
種
類

建
犠
．
㍗

　
穀
物
の
流
通
経
路
を
検
討
す
る
前
に
、
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
の
中
で
穀
物
が

ど
の
よ
う
な
用
語
で
表
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
ど
ん
な
種
類
の
穀
物
が
取
引

さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ω
　
穀
物
を
表
わ
す
用
語

　
ヒ
ス
バ
の
乎
引
書
の
中
で
、
「
穀
物
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
用

語
は
三
種
類
み
ら
れ
る
。
σ
q
冨
凱
ρ
告
げ
び
（
箕
客
げ
q
げ
）
層
貫
．
斜
旨
で
あ
る
。

　
σ
q
げ
巴
冨
と
い
う
語
は
、
ω
N
の
第
五
章
「
穀
物
商
人
ザ
重
連
げ
圃
と
粉
挽
屋

伽
謝
ρ
似
ρ
の
ヒ
ス
バ
」
と
、
H
q
の
第
一
一
章
「
穀
物
商
人
．
鉱
団
h
と
粉
挽

屋
冨
暮
碧
の
ヒ
ス
パ
」
と
に
現
れ
る
が
、
國
q
の
こ
の
部
分
は
ω
N
の
引

用
で
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
ω
N
に
の
み
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
①
彼
ら
（
穀
物
商
人
）
に
対
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
穀
物

．
　
σ
Q
げ
9
冨
の
買
い
占
め
一
鐸
陣
鍵
を
禁
じ
る
。
ま
た
、
悪
い
小
麦
を

　
　
　
良
い
も
の
と
、
古
い
も
の
を
新
し
い
も
の
と
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
そ
れ
は
人
々
に
対
す
る
不
正
で
あ
る
。
（
。
D
N
や
・
。
一
）

　
　
②
粉
挽
屋
山
ρ
ρ
3
ρ
に
は
、
穀
物
σ
Q
プ
9
・
岡
冨
を
ふ
る
い
に
か
け
て
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
を
落
し
、
ド
ク
ム
ギ
を
取
り
除
き
、
粉
に
挽
く
前
に
ほ
こ
り
を
除
い

　
　
　
て
ぎ
れ
い
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
ω
N
や
b
。
一
）

　
σ
q
冨
凱
騨
は
「
収
穫
物
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
穀
物
商
人
や
粉
挽
屋
が

扱
う
穀
物
を
指
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
①
の
引
用
文
で
は
す
ぐ
後

に
小
麦
が
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
小
麦
を
指
し
て
い
る
と

推
測
で
き
る
。

　
冨
げ
び
は
「
種
子
、
実
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
必
ず
し
も
穀
物
に
だ
け

使
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
の
種
子
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。

穀
物
を
指
す
と
思
わ
れ
る
例
は
、
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

く
、
「
穀
物
」
と
い
う
総
称
的
な
意
味
よ
り
、
「
種
子
」
と
し
て
の
意
味
が
強

い
の
で
、
「
穀
粒
し
と
訳
し
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
。

　
　
③
大
麦
や
イ
ナ
ゴ
豆
の
穀
粒
冒
げ
凶
げ
を
計
る
と
き
の
彼
ら
（
商
人

　
　
　
た
ち
）
の
様
子
を
監
視
す
べ
き
で
あ
る
。
（
舅
や
同
O
①
）

　
ま
た
、
ω
N
に
は
上
述
の
よ
う
に
冨
げ
q
玄
と
い
う
職
業
名
が
あ
り
、
穀

物
商
人
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
職
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
富
、
似
臣
は
、
大
変
用
例
が
多
い
。
窟
．
帥
ヨ
は
一
般
に
は

「
食
糧
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
主
食
と
な
る
穀
物
を
指

す
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
穀
物
を
指
す
と
い
っ
て
も
、
廿
ρ
ぴ
げ
の
よ
う
に

97　（435）



植
物
と
し
て
の
穀
物
を
示
す
の
で
は
な
く
、
食
物
と
し
て
の
穀
物
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
小
麦
を
念
頭
に
置
い
て
使
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
。　

　
④
粉
挽
屋
は
、
穀
物
冨
画
ヨ
や
大
麦
や
、
全
て
の
商
品
の
詐
欺
を

　
　
　
禁
じ
ら
れ
る
。
（
¢
日
℃
．
置
）

　
　
⑤
私
は
あ
る
日
、
製
粉
の
た
め
に
小
麦
を
持
た
せ
て
召
使
い
を
水
車

　
　
　
（
製
粉
所
）
に
遣
わ
し
た
。
彼
は
続
く
三
日
間
留
守
に
し
た
の
で
、
と

　
　
　
う
と
う
私
は
彼
の
こ
と
が
心
配
に
な
り
、
彼
が
荷
馬
と
穀
物
賞
、
騨
導

　
　
　
を
持
っ
て
逃
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
彼
を
探
し
に
出
か
け
た
。

　
　
　
（
ω
ρ
や
・
。
・
。
）

と
い
う
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
貫
、
帥
巳
は
、
小
麦
の
単
な
る
言
い
換
え
で

あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
明
ら
か
に
穀
物
一
般
を
指
し
て

使
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
H
跨
に
、
穀
物
貰
丁
寧
の
升
の
特
徴
の
記
述

が
あ
る
が
、
そ
の
後
に
小
麦
の
升
だ
け
に
あ
る
特
微
を
記
述
し
て
い
る
（
や

ω
Φ
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
賞
、
餅
ヨ
は
、
小
麦
だ
け
を
示
す
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
窟
、
魑
日
は
冨
ぴ
σ
と
違
い
、
必
ず
小
麦
を
含

み
、
小
麦
を
代
表
的
穀
物
と
し
た
上
で
、
穀
物
全
般
を
表
わ
そ
う
と
す
る
と

き
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
冨
．
曇
日
は
小
麦
を
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
α
q
げ
巴
冨
は
、
ω
N
で
は
審
、
帥
ヨ
と
ほ

ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
以
下
の
検
討
に
お
い
て
は
、
は
っ
き
り
小
麦
と
記
述
さ
れ
て
い

る
も
の
の
他
に
、
暦
㊤
画
ヨ
も
お
も
に
小
麦
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
考
え
る
。

②
穀
物
の
種
類

　
西
ア
ジ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
本
稿
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
時
代
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
麦
類
を
主
食
と
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

ヒ
ス
バ
の
手
引
書
の
記
述
の
中
で
も
、
都
市
内
で
流
通
し
て
い
た
穀
物
は
お

も
に
麦
類
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
口
に
魚
類
と
い
っ
て
も
種
類
は
多
く
、

ヒ
ス
バ
の
手
引
書
に
現
れ
る
麦
芽
だ
け
で
も
、
小
麦
、
大
麦
ω
げ
p
、
冒
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

錠
農
N
、
ラ
イ
麦
ω
げ
9
ロ
菖
団
P
、
モ
ロ
コ
シ
α
げ
霞
伊
、
キ
ビ
自
¢
犀
げ
P
、
ド
ク

ム
ギ
N
昇
9
ー
ミ
ω
尊
覧
ρ
ヨ
が
あ
る
。
ま
た
、
麦
類
以
外
の
穀
物
に
は
豆
類

が
あ
り
、
レ
ン
ズ
豆
．
p
傷
霧
、
イ
ナ
ゴ
豆
犀
げ
碧
旨
び
、
ひ
よ
こ
豆
骨
信
日
ヨ
后
、

空
豆
旨
く
σ
帥
ρ
篇
9
1
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
甘
ざ
げ
げ
9
が
史
料
中
に
登
場
し

　
　
⑥

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
種
類
の
多
い
穀
物
の
史
料
の
中
で
の
扱
わ
れ
方
は
一
様
で
は

な
い
。
ほ
と
ん
ど
名
前
し
か
登
場
し
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
相
違
が
現
れ
る
の
は
、
ヒ

ス
バ
の
手
引
書
の
著
者
が
重
要
度
の
高
い
穀
物
を
集
中
的
に
記
述
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
記
述
墨
の
多
い
穀
物
は
、
ム
フ
タ
シ
ブ
が
特
に

注
意
を
払
っ
て
監
督
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
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あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
述
の
量
か
ら
穀
物
の
市
場
で
の
重
要
性
を
評
価
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
重
要
度
が
高
い
も
の
は
需
要
が
大
ぎ
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
都
市
住
民
の
主
食
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

判
断
で
き
よ
う
。

　
上
述
の
穀
物
の
中
で
、
記
述
量
で
他
の
穀
物
を
圧
倒
し
て
い
る
の
は
小
麦

で
あ
る
。
小
麦
に
関
す
る
記
述
は
、
前
述
の
富
、
蘭
筥
の
記
述
を
も
加
え
れ

ば
、
穀
物
の
全
記
述
の
九
割
近
く
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
小
麦
を
指
す
用
語
に
は
、
彊
き
ざ
下
滝
ρ
9
ほ
の
三
種
類
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
げ
口
霞
は
使
用
量
が
少
な
く
、
全
て
売
買
に
関
す
る
法
学
規
定
の
な

か
に
現
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。
ρ
p
B
ザ
と
嘗
懸
架
に
つ
い
て
は
、

図
困
・
。
に
よ
れ
ば
、
ρ
ρ
ヨ
＃
は
シ
リ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
使
わ
れ
、
甘
ロ
冨
は
イ

ラ
ク
で
使
わ
れ
る
と
あ
る
。
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
で
こ
の
説
を
確
か
め
て
み
る

と
、
北
イ
ラ
ン
の
史
料
で
あ
る
q
日
は
ザ
ぎ
窟
し
か
使
用
し
て
お
ら
ず
、

シ
リ
ア
の
ω
N
’
エ
ジ
プ
ト
の
H
α
は
両
方
と
も
甘
暮
ρ
ρ
帥
巳
骨
を
混
在

　
　
　
　
⑦

さ
せ
て
い
る
。
　
ア
ン
ダ
ル
ス
の
史
料
で
は
、
全
て
の
史
料
で
ρ
ρ
ヨ
ザ
が
使

わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
諏
ρ
ヨ
＃
が
比
較
的
頻
繁
に
使
わ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Q
∩
ρ
に
は
一
例
、
H
艶
に
は
し
ば
し
ば
嘗
暮
ρ
が

あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
、
＝
一
世
紀
に
栄
養
学
の
書
を
著
し
た
ア
ン
ダ
ル
ス
の

イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
ゆ
ρ
ヨ
ザ
と
聖
餐
ρ
を
区
別
せ
ず

に
使
っ
て
お
り
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
農
書
で
も
同
じ
現
象
が
あ
る
の
で
、
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
も
常
に
上
述
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
小
麦
に
は
多
く
の
贔
種
が
あ
る
の
で
、
こ
の
三
語
が
小
麦
の
品
種

を
蓑
わ
す
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
ヒ
ス
バ
の
手

引
書
の
申
で
は
、
そ
の
使
用
に
お
い
て
な
ん
ら
の
区
別
も
見
ら
れ
ず
、
こ
の

三
語
が
小
麦
の
品
種
を
表
わ
す
と
考
え
る
の
も
無
理
が
あ
る
。
し
か
し
、
史

料
に
現
れ
る
小
麦
が
全
て
同
じ
品
種
の
小
麦
で
あ
る
と
い
う
保
障
も
な
い
。

た
だ
、
史
料
中
で
は
主
要
な
小
麦
の
使
用
法
は
パ
ソ
製
造
で
あ
る
の
で
、
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
ん
ど
が
パ
ソ
用
の
小
麦
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
小
麦
に
次
い
で
重
要
な
穀
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
大
麦
は
、
小
麦
の
後
に

並
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
記
述
量
は
小
麦
の
比
で
は
な
く
、
具
体

的
な
記
述
は
な
い
に
等
し
い
。
そ
の
他
の
穀
物
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
記
述

が
乏
し
く
な
る
。

　
小
麦
以
外
の
変
類
や
豆
類
の
記
述
の
大
部
分
は
、
商
人
た
ち
が
こ
れ
ら
の

穀
物
を
不
正
の
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
小
麦
の
粉
に
こ
れ
ら
の
粉
を
混
ぜ
て
水
増
し
し
た
の
で
あ
り
、
ど
の

史
料
に
も
現
れ
る
記
述
で
あ
る
。
ム
フ
タ
シ
ブ
の
関
心
は
常
に
小
麦
の
み
に

向
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
穀
物
は
不
正
の
道
具
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
い

　
　
　
⑩

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ソ
ダ
ル
ス
で
も
マ
シ
ュ
リ
ク
で
も
穀
物
の

中
で
小
麦
が
最
も
高
価
で
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て

ム
フ
タ
シ
ブ
は
、
流
通
経
路
の
中
で
も
小
売
り
段
階
に
お
も
に
注
意
を
向
け
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て
い
た
節
が
あ
る
の
で
、
平
均
的
な
都
市
住
民
は
小
麦
を
食
し
て
い
た
と
考

え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
史
料
に
現
れ
る
小
麦
や
小
麦
粉
の
消
費

者
が
、
ど
の
よ
う
な
階
層
に
属
す
る
人
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
た
め
、
都
市
に
住
む
全
て
の
人
々
が
小
麦
を
主
食
と
し
て
い
た
と
は
断
雷

で
き
な
い
。

①
以
下
の
引
用
部
分
に
お
い
て
は
、
（
）
は
前
の
語
句
の
説
闘
を
、
［
］
は
筆

　
者
に
よ
る
補
い
を
示
す
。

②
　
こ
れ
は
小
麦
の
雑
草
で
あ
る
が
、
食
用
に
も
な
る
（
H
じ
む
）
。

③
ヒ
ス
パ
の
手
引
書
の
訳
者
で
あ
る
い
①
訟
も
δ
〈
①
鍔
巳
や
0
7
9
ヨ
。
欝
は
、

　
3
、
餌
暴
を
「
小
麦
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
い
p
臼
9
旨
は

　
「
穀
物
」
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
、
．
8
0
毛
p
a
ω
…
．
、
）
。
確
か
に
3
．
蝉
ヨ

　
は
小
麦
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
き
も
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
ヒ
ス
バ
の
手
引

　
書
の
著
潜
の
穀
物
に
対
す
る
記
述
態
度
か
ら
見
て
も
、
た
い
て
い
の
二
二
小
麦
を

　
指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

④
こ
の
語
は
、
℃
冨
許
の
二
℃
℃
こ
H
切
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
史
料
の
訳
注
に
よ
る

・
と
、
　
こ
の
語
は
ラ
テ
ン
語
。
。
暮
①
コ
ロ
ヨ
が
起
源
で
あ
る
と
い
う
（
Ω
四
9
∋
。
欝

　
［
Ω
窪
脅
。
菖
、
℃
二
、
．
匿
く
困
〈
一
二
σ
h
同
置
霧
巴
古
駒
。
。
冨
〉
（
瓢
訂
。
ユ
設
σ
β
窪

　
σ
費
。
ぴ
一
⑦
ヨ
0
9
一
N
o
8
）
飢
Φ
β
。
一
－
ω
窓
醇
同
、
”
慧
ミ
ー
き
・
・
匙
ミ
器
這
ミ
よ
Q
。
℃
．
Q
。
爬
）
。

　
こ
の
ラ
テ
ン
語
か
ら
ラ
イ
麦
を
意
味
す
る
ス
ペ
イ
ン
語
。
鶏
8
嵩
。
が
派
生
し
た

　
（
い
磐
σ
q
．
）
。
ω
訂
簿
曙
㊤
と
い
う
語
が
現
れ
る
の
は
ω
ρ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
語

　
自
体
も
写
本
に
よ
り
形
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
本
当
に
。
・
匿
馨
曙
帥
と
読
む
べ
き

　
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
。
た
だ
、
文
脈
か
ら
考
え
て
、
小
麦
か
大
麦
に
近
縁

　
な
穀
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
癖
い
。
モ
ロ
ッ
コ
で
は
昌
四
葺
昌
9
。
に
似
た
形
の

　
語
が
ラ
イ
麦
を
意
味
し
て
い
た
　
（
O
O
祠
ぎ
㌧
O
・
Q
り
9
殉
、
、
司
4
ヨ
9
0
σ
q
貯
。
。
蜜
P
α
㍗
鼠
σ
学

　
膨
㊦
ψ
二
℃
三
尺
警
ぴ
一
㊤
卜
。
Φ
）
。

⑤
α
ぎ
影
は
ソ
ル
ガ
ム
（
モ
ロ
コ
シ
）
の
一
種
で
あ
る
が
、
ど
の
品
種
を
指
す

　
の
か
は
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
語
は
、
雑
穀
の
総
称
と
し
て
も
使
わ
れ
る

　
（
鰻
障
U
識
≦
騨
誘
）
。

⑥
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
に
現
れ
る
穀
物
の
種
類
は
、
東
西
で
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

　
一
二
世
紀
頃
ま
で
に
は
東
方
の
ほ
と
ん
ど
の
栽
培
作
物
は
ア
ン
ダ
ル
ス
に
ま
で
伝

　
播
し
て
お
り
、
栽
培
種
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑦
　
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
H
q
は
Q
Q
N
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
用
語
の
使
用
に
関

　
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
用
途
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑧
ぎ
コ
N
弓
さ
ミ
ミ
ぴ
ミ
義
恕
寒
軸
器
”
a
．
期
0
9
・
唇
貯
o
Q
雪
3
㊦
N
㌔
竃
践
「
置

　
お
り
鯨
＞
9
、
炉
峯
　
ρ
属
噸
ミ
燃
き
ミ
嵩
、
§
窺
’
①
9
｝
．
寓
．
O
震
帥
9
N
p
竃
暫
」
鼠
α

　
一
8
ご
圃
σ
目
9
－
．
〉
ヨ
喬
欝
ミ
馬
＆
ミ
嵩
、
黛
3
0
α
．
匂
．
〉
．
し
q
器
の
器
吋
抄
窯
一
二
島

　
一
〇
。
O
笛
（
器
や
ヨ
盆
鼠
α
一
㊤
り
b
。
）
’

⑨
〉
・
窯
幽
≦
帥
冨
。
昌
も
著
書
の
中
で
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
彼
は
、

　
ア
ン
ダ
ル
ス
の
地
理
書
に
し
ば
し
ば
二
十
年
も
保
存
で
き
る
小
麦
の
記
述
が
見
ら

　
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
世
紀
に
は
ア
ン
ダ
ル
ス
で
硬
質
小
麦
（
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
一

　
グ
ル
テ
ン
含
有
率
が
高
く
、
き
わ
め
て
硬
質
で
パ
ン
に
は
適
さ
な
い
）
が
栽
培
さ

　
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
（
込
偽
嵐
ら
ミ
ミ
遷
、
、
9
§
ミ
ミ
帖
§
譜
球
馬
主
唖
童
隠
、
ミ
M
誉

　
｝
§
ミ
3
0
p
ヨ
σ
鼠
£
o
δ
◎
。
ω
）
。

⑩
　
小
麦
以
外
の
穀
物
は
、
食
用
と
し
て
は
小
麦
よ
り
も
価
値
の
低
い
も
の
で
あ
り
、

　
多
く
は
飼
料
用
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

　
思
わ
れ
る
。

三
　
穀
物
の
生
産
と
都
市
へ
の
輸
送

以
上
の
穀
物
に
つ
い
て
の
記
述
の
検
討
を
踏
ま
え
、
穀
物
の
流
通
経
路
を
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そ
の
起
点
で
あ
る
農
村
か
ら
順
に
辿
ウ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
、
こ
の
章
で

は
ま
ず
、
穀
物
が
都
市
に
運
び
込
ま
れ
る
以
前
の
段
階
を
検
討
す
る
。

ω
　
穀
物
生
産
と
輸
送
～
農
民

　
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
は
都
市
内
の
経
済
活
動
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の

で
、
当
然
な
が
ら
郊
外
の
畑
で
行
わ
れ
て
い
る
穀
物
の
栽
培
、
収
穫
に
つ
い

て
は
何
の
記
述
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
穀
物
生
産
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
他
の
史
料
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
生
産
さ
れ
た
穀
物
の
都
市
へ
の
輸
送
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
穀
物
輸
送
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
、
農
民
と
穀
物
商
人
で
あ

る
と
仮
定
で
き
る
が
、
こ
の
両
老
に
つ
い
て
史
料
は
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　
穀
物
生
産
自
体
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
農
民
は
σ
践
p
乱
と
い
う
用

語
で
表
わ
さ
れ
、
僅
か
な
が
ら
記
述
が
あ
る
。

　
　
⑥
あ
る
人
が
、
粉
を
売
り
に
来
た
り
買
い
に
来
た
り
す
る
場
所
に
行

　
　
　
き
、
そ
の
場
駈
に
数
日
留
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
分
銅
讐
げ
、
と
樟

　
　
　
　
　
①

　
　
　
、
p
B
巳
と
で
計
量
し
よ
う
と
用
意
し
て
い
る
人
々
が
い
た
。
彼
は
、

　
　
　
彼
ら
の
不
正
を
見
て
驚
い
た
。
彼
ら
の
不
正
行
為
の
中
で
も
語
る
べ

　
　
　
き
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
粉
を
持
っ
た
人
が
到
着
す
る

　
　
　
と
、
彼
ら
は
彼
の
と
こ
ろ
に
集
ま
り
、
彼
の
出
身
地
、
彼
の
生
活
状

　
　
　
況
、
彼
の
地
方
の
価
格
状
況
、
穀
物
を
い
く
ら
で
買
っ
た
か
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
と
こ
ろ
で
は
量
る
の
に
カ
イ
ル
冨
愚
は
ど
れ
く
ら
い
に
当
た
る
か
、

　
　
　
ど
こ
の
水
車
（
製
粉
所
）
で
製
粉
し
た
か
を
尋
ね
る
。
も
し
彼
が
農

　
　
　
毘
げ
巴
ρ
言
で
、
穀
物
を
自
分
で
収
穫
し
、
計
量
せ
ず
に
見
積
も

　
　
　
つ
た
と
答
え
、
製
粉
し
た
水
蜜
の
名
を
言
え
ば
、
彼
ら
は
彼
に
詐
欺

　
　
　
や
ご
ま
か
し
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
彼
の
粉
を
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
く
見
積
も
る
の
で
あ
る
。
（
ω
ρ
や
日
O
）

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
の
中
に
は
粉
専
用
の
市
場
が
あ
り
、
農
民
は
富
分

の
収
穫
し
た
穀
物
を
都
市
に
運
ん
で
売
る
、
ま
た
は
、
穀
物
を
ま
ず
製
粉
衝

に
持
ち
込
ん
で
、
挽
い
て
も
ら
っ
た
粉
を
都
市
に
運
ん
で
き
て
売
る
と
い
う

活
動
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
村
か
ら
都

市
へ
の
穀
物
輸
送
に
は
、
農
民
自
身
が
関
与
す
る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
　
穀
物
輸
送
～
穀
物
商
人

　
次
に
農
民
以
外
に
よ
る
穀
物
輸
送
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
史
料
に
は
ω
ρ

の
一
例
し
か
現
れ
な
い
。
そ
れ
は
ヨ
p
団
団
鍵
と
呼
ば
れ
る
商
人
の
記
事
で
、

こ
の
商
人
は
「
小
麦
を
買
い
、
そ
れ
を
荷
馬
の
上
に
乗
せ
て
運
び
、
製
粉
所

で
粉
に
し
て
、
そ
れ
を
町
に
持
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
で
生
活
し
て
い
た
（
ω
ρ

や
5
⊃
料
）
」
一
種
の
行
商
人
で
あ
る
。
こ
の
商
人
が
小
麦
を
ど
こ
で
買
い
付
け

て
い
た
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
活
動
の
詳
細
も
分
か
ら
な
い
が
、
農
村
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か
ら
都
市
へ
の
輸
送
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
以
外
に
、
都
市
の
内
部
に
お
い
て
穀
物
を
扱
っ
て
い
て
、
上
述
の
農

村
か
ら
都
市
へ
の
穀
物
輸
送
に
も
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
商
人
の
職
業

名
が
、
い
く
つ
か
史
料
中
に
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た
嘗
9
菖
（
ω
N
Y
、
毘
繰

　
④

（H

早
j
が
そ
う
で
あ
る
が
、
両
者
の
記
述
は
実
質
的
に
引
用
文
①
の
部
分
の

み
で
あ
る
。
こ
の
他
に
は
、
H
跨
に
α
昌
弩
a
心
懸
賞
（
小
麦
の
仲
買
人
）

と
い
う
職
業
名
が
見
え
る
。
こ
の
仲
買
人
は
、
穀
物
商
人
に
穀
物
を
卸
す
商

人
で
、
お
そ
ら
く
農
民
と
穀
物
商
人
と
の
仲
立
ち
を
す
る
者
と
思
わ
れ
、
価

格
操
作
や
買
い
占
め
と
い
っ
た
行
為
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
彼
ら
を
監
視
す

べ
き
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
商
人
の
い
ず
れ
も
、
ど
の
史
料
を
と
っ
て
も
、

記
述
が
少
な
く
は
っ
き
り
し
た
活
動
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
彼
ら
に
対
す

る
ム
フ
タ
シ
ブ
の
監
視
事
項
は
、
お
も
に
穀
物
の
品
質
・
計
量
の
不
正
と
買

い
占
め
の
防
止
で
あ
り
、
彼
ら
が
か
な
り
大
規
模
な
商
人
で
あ
る
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。
し
か
し
史
料
申
に
、
穀
物
の
都
市
外
か
ら
の
輸
送
や
、
製
粉
前
の

穀
物
の
売
買
の
際
の
具
体
的
な
不
正
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

お
そ
ら
く
穀
物
商
人
は
、
ム
フ
タ
シ
ブ
の
直
接
の
、
も
し
く
は
主
要
な
監
視

対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
都
市
内
の
み
の
管
理

を
担
当
す
る
役
人
で
あ
っ
た
ム
フ
タ
シ
ブ
は
、
村
か
ら
都
市
へ
、
都
市
か
ら

都
市
へ
の
輸
送
と
い
っ
た
複
数
の
地
域
が
関
係
す
る
広
域
の
穀
物
流
通
に
は

関
与
し
て
い
な
か
つ
の
で
あ
ろ
う
。

①
　
後
述
す
る
よ
う
に
、
o
Q
ρ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
秤
は
天
秤
で
あ
る
。
毎
σ
．
と
は

　
重
鑑
単
位
で
あ
り
、
小
麦
で
は
一
ル
ブ
ア
（
四
分
の
一
キ
ン
タ
ー
ル
）
1
1
二
五
ラ
・

　
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
の
分
銅
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
．
節
ヨ
。
α
と
は
天
秤
の
棟
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

　
二
語
で
全
体
と
し
て
秤
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
ヵ
イ
ル
は
容
量
単
位
で
あ
る
が
、
ω
ρ
で
は
一
ヵ
イ
ル
の
容
量
が
ど
れ
ほ
ど
の

　
量
で
あ
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
重
量
単
位
を
示
す
場
合
も
あ
る
よ

　
う
で
あ
る
（
Ω
日
冨
①
3
［
○
曾
費
。
ユ
’
勺
‘
．
．
国
一
〈
ヨ
萄
σ
跨
巴
閻
σ
a
む
謎
－

　
げ
⇔
〉
…
、
、
、
や
ω
画
）
が
、
こ
こ
で
は
容
量
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③
こ
れ
以
外
に
く
¢
や
H
お
一
㎝
に
も
農
民
の
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
農
民
が

　
売
ろ
う
と
す
る
穀
物
を
フ
ン
ド
ゥ
ク
や
自
宅
に
お
い
た
ま
ま
で
売
る
こ
と
が
合
法

　
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
、
農
村
か
ら
穀
物
を
売
り
に
来
た
人
の
、
都
市
で
の
滞

　
在
が
長
引
く
こ
と
に
よ
る
損
害
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

④
葛
σ
卿
9
は
、
O
p
ρ
ρ
餅
ρ
と
と
も
に
章
題
（
ω
N
五
章
）
に
、
ま
た
、
次
の

　
．
鈴
一
無
は
、
冨
7
7
σ
習
と
と
も
に
章
題
（
包
二
章
）
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、

　
文
中
に
は
現
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
職
業
の
内
容
を
特
定
で
き
な
い
が
、
お
そ

　
ら
く
は
第
一
段
落
（
引
用
文
①
）
の
み
が
穀
物
商
人
に
関
す
る
記
述
で
、
残
り
は

　
全
て
粉
挽
歴
の
記
述
で
あ
る
。
困
O
は
、
の
N
の
文
章
の
骨
絡
を
利
用
し
、
不
足

　
部
分
を
つ
け
茄
え
て
い
る
の
で
、
冒
σ
O
σ
一
と
、
9
崔
母
㌧
O
ρ
ρ
ρ
鴛
と
廊
動
乱

　
は
岡
じ
職
業
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
．
旦
一
繰
は
一
般
に
は
飼
い
葉
屋
を
意
味
し

　
（
H
¢
や
。
。
Φ
に
は
、
ひ
よ
こ
豆
屋
二
戸
§
ヨ
鐸
怨
コ
同
、
空
豆
屋
貯

、
≦
蟄
と
並
ん

　
で
飼
い
葉
屋
、
a
莇
h
が
現
れ
て
い
る
）
、
警
菖
9
も
そ
の
語
漏
か
ら
考
え
て
、

　
各
種
の
穀
物
を
扱
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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四
　
都
市
内
に
お
け
る
穀
物
関
連
の
職
業

　
前
節
の
よ
う
に
、
農
民
や
商
人
に
よ
っ
て
都
市
に
運
ば
れ
て
き
た
穀
物
は
、

都
市
内
の
い
く
つ
か
の
職
業
の
人
々
の
手
を
経
て
最
終
的
に
は
消
費
者
に
達

す
る
。
以
下
に
そ
の
過
程
を
順
番
に
検
討
し
て
い
く
。

ω
計
量
～
計
量
人

　
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
い
て
は
、
全
て
の
取
り
引
き
の
基
本
は
計
量
で
あ
り
、

穀
物
の
取
り
引
き
に
も
必
ず
計
量
が
な
さ
れ
た
。
計
量
に
は
、
重
量
と
容

量
が
あ
り
、
重
さ
を
量
る
人
は
芝
器
N
9
1
旨
と
呼
ば
れ
、
容
量
を
琶
る
人
は

閃
曙
団
鋒
と
呼
ば
れ
た
。
謂
欝
N
ぎ
は
秤
ヨ
冒
留
を
使
っ
て
計
量
す
る
が
、

そ
の
秤
は
ω
ρ
や
H
諺
の
描
写
に
よ
る
と
、
両
端
に
皿
や
龍
を
ぶ
ら
下
げ

た
天
秤
で
あ
る
。
片
方
の
皿
に
商
贔
を
置
き
、
も
う
片
方
の
皿
に
は
分
銅
を

　
　
①

置
い
た
。
秤
や
分
銅
は
ム
フ
タ
シ
ブ
が
検
査
を
し
て
、
合
格
し
た
も
の
に
は

検
印
を
付
け
、
そ
の
後
も
商
人
た
ち
が
細
工
を
し
な
い
よ
う
に
不
定
期
に
、

ま
た
頻
繁
に
検
査
を
し
た
。
押
暴
騰
9
1
一
は
升
き
障
団
跳
＼
ぽ
ρ
覧
を
使
っ
て
計

蚤
す
る
。
升
に
は
い
ろ
い
ろ
な
量
の
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
し
て
は
、
カ
ダ
フ
ρ
9
・
α
㊤
＃
と
い
う
単
位
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
旋
盤
の

升
が
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
秤
と
同
じ
よ
う
に
、
ム
フ
タ
シ
ブ
の
監
視

下
に
あ
っ
た
。
大
量
の
穀
物
を
計
墾
す
る
に
は
升
を
使
用
し
た
が
、
粉
は
小

売
り
の
際
に
は
秤
で
計
り
売
り
さ
れ
た
。
度
量
衡
は
地
域
毎
に
も
商
品
毎
に

も
異
な
り
、
不
正
も
最
も
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ヒ
ス

バ
の
手
引
露
に
は
必
ず
度
量
衡
の
章
が
あ
り
、
計
蚤
に
お
け
る
詐
欺
の
方
法

を
数
多
く
記
述
し
て
い
る
。

　
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
で
は
、
H
d
に
閃
曙
団
弩
と
い
う
用
語
が
一
箇
所
現

れ
る
の
み
で
あ
る
。
で
は
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
の
中
で
は
、
計
量
を
担
当
し

て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
粉
屋
、
肉
屋
、

パ
ン
屋
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
を
売
る
小
売
商
人
で
あ
る
。
そ
の
商
人

自
身
が
計
量
し
て
い
た
の
か
、
彼
の
雇
人
が
行
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
計
量
と
は
販
売
の
際
に
行
わ
れ
る
業
務
の
一
つ
で
あ
る
も
の
と
し
て

し
か
史
料
に
は
現
れ
て
こ
な
い
。

　
一
方
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
、
H
諺
に
零
器
N
ぎ
が
数
ヵ
所
現
れ
る
ほ
か
は
、

両
方
の
用
語
が
現
れ
る
の
は
ω
ρ
の
み
で
あ
る
。
ω
ρ
で
は
八
章
の
う
ち
二

章
が
計
蚤
と
計
量
人
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
用
語
は
頻
繁
に
現

れ
る
。
≦
震
縞
昌
や
犀
ρ
団
団
鋒
と
い
う
用
語
は
、
独
立
し
て
い
る
に
し
ろ
、

商
店
に
雇
わ
れ
て
い
る
に
し
ろ
、
計
量
を
専
門
と
す
る
技
術
者
を
指
す
と
思

わ
れ
る
。

　
o
D
ρ
に
お
い
て
興
味
深
い
の
が
、
他
の
史
料
に
は
は
っ
き
り
現
れ
な
い
こ

の
計
量
人
と
い
う
專
門
職
業
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
の
存
在
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。
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⑦
自
分
の
と
こ
ろ
で
仕
事
を
す
る
従
業
員
写
9
、
臼
ヨ
を
持
つ
全
て
の

　
売
り
手
は
、
彼
ら
に
不
正
行
為
が
見
つ
か
っ
た
り
、
疑
い
が
生
じ
た

　
り
し
た
と
き
、
彼
ら
を
彼
（
ム
フ
タ
シ
ブ
）
の
前
に
出
頭
さ
せ
る
責

　
任
を
持
つ
。
粉
屋
α
9
ρ
潟
ρ
は
節
人
σ
q
ヶ
錠
び
鋒
、
計
量
人
嶺
即
N
N
訓
鵠

　
に
、
パ
ン
屋
閃
げ
㊤
げ
げ
餅
N
は
職
人
、
魑
巳
＝
、
計
量
人
、
パ
ン
こ
ね
人

　
、
㊤
ご
帥
昌
、
パ
ン
焼
き
人
冨
碁
譜
づ
、
パ
ン
を
作
る
か
ま
ど
搾
留
げ
ρ
の

　
と
こ
ろ
で
バ
ソ
を
売
る
売
り
子
圃
玉
藍
に
責
任
を
持
つ
。
（
ω
ρ
唱
・

　
目
O
）

⑧
買
い
手
が
、
計
蟄
に
お
い
て
多
ゆ
に
計
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
賃

・
金
の
増
加
を
彼
ら
（
計
量
人
白
鼠
団
巴
）
に
約
束
し
た
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
彼
ら
は
多
い
燈
を
少
な
い
蚤
に
相
楽
す
る
も
の
と
す
る
。
（
ω
ρ
や
置

　
－
お
）

⑨
〔
計
量
人
≦
p
N
鼠
昌
は
〕
売
り
手
の
〔
粉
の
は
い
っ
て
い
る
、
秤

　
の
〕
皿
を
と
り
あ
げ
、
〔
粉
の
〕
　
一
ル
ブ
ア
分
全
部
を
そ
の
た
め
に

　
用
意
し
て
い
た
人
の
容
器
に
入
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
人
は
人
混
み
の

　
中
に
立
ち
玄
る
。
し
ば
し
ば
そ
の
粉
の
持
ち
主
が
気
づ
い
て
叫
ぶ
が
、

　
彼
は
計
童
や
計
算
に
没
頭
し
、
〔
そ
の
人
が
〕
遠
く
に
行
っ
て
し
ま

　
う
ま
で
答
え
な
い
。
〔
粉
の
持
ち
主
が
〕
彼
に
「
代
金
を
渡
さ
な
か

　
つ
た
人
に
一
ル
ブ
ア
の
粉
を
渡
し
た
」
と
教
え
る
と
、
彼
は
と
ぼ
け

　
て
「
す
で
に
代
金
を
あ
な
た
に
渡
し
ま
し
た
し
、
あ
な
た
が
そ
れ
を

　
　
量
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
様
子
の
、
そ
ん
な
服
装
の
人

　
　
は
い
ま
し
た
か
P
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
彼
の
仲
間
も
同
意
し
、
手

　
　
渡
し
た
と
証
言
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
計
量
人
は
犠
牲
者
に
、
彼
の

　
　
方
が
正
し
い
の
に
、
損
害
を
負
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
（
ω
ρ
や
一
？

　
　
5

　
⑩
粉
の
売
り
手
は
、
分
銅
と
樟
（
秤
）
と
と
も
に
、
椰
子
製
の
籠
を

　
　
置
き
、
そ
の
中
に
粉
を
入
れ
、
そ
こ
か
ら
売
る
。
計
二
人
宅
9
。
謡
9
1
鵠

　
　
　
は
そ
の
内
側
に
立
ち
、
計
量
樟
（
秤
）
を
店
の
前
に
示
す
。
店
は
全

　
　
　
て
煉
瓦
に
覆
わ
れ
、
高
く
な
っ
た
壇
が
あ
り
、
人
々
は
そ
の
下
に
い

　
　
　
る
。
粉
に
は
そ
の
持
ち
主
と
計
量
人
以
外
近
付
け
な
い
。
〔
秤
の
〕

　
　
粉
の
皿
は
籠
と
平
行
に
な
っ
て
い
る
。
羅
か
ら
〔
粉
が
〕
落
ち
て
も

　
　
粉
の
中
に
（
籠
の
中
に
）
落
ち
る
よ
う
に
。
粉
の
持
ち
主
が
販
売
を

　
　
終
え
る
と
、
籠
を
振
っ
て
そ
こ
に
何
も
残
さ
な
い
。
〔
秤
が
〕
高
い

　
　
　
と
こ
ろ
に
あ
り
、
人
々
が
見
て
い
る
た
め
、
計
量
人
は
我
々
が
記
述

　
　
　
し
た
よ
う
な
不
正
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
一
ル
ブ
ア
か
半
ル
ブ
ア
単

　
　
　
④

　
　
　
位
で
し
か
売
っ
て
は
な
ら
ず
、
も
し
そ
れ
よ
り
少
な
い
量
の
粉
が
残

　
　
　
れ
ば
、
持
ち
主
が
持
っ
て
帰
る
。
（
ω
ρ
や
も
。
O
）

　
引
用
文
⑦
で
は
、
計
野
人
が
粉
屋
な
ど
の
商
店
で
従
業
員
と
し
て
雇
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
の
規
模
の
商
店
の

場
合
で
あ
ろ
う
。
食
料
品
は
全
て
計
り
売
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
計
量
人
の
需
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要
は
高
か
ウ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ひ

　
一
方
、
前
節
の
引
用
文
⑥
の
「
分
銅
と
樟
と
で
（
秤
で
）
計
量
し
よ
う
と

用
意
し
て
い
る
人
々
」
は
、
特
定
の
商
店
で
雇
わ
れ
て
い
な
い
計
量
人
で
あ

り
、
引
用
文
⑨
は
こ
の
人
々
の
詐
欺
の
手
口
の
一
つ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
計
量
人
は
粉
の
持
ち
主
か
ら
粉
を
だ
ま
し
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
余
分
な
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
売
り
手
に
継
続
的

に
雇
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た

引
用
文
⑩
は
、
こ
の
計
星
人
の
正
し
い
計
量
の
方
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
粉
の
持
ち
主
が
都
市
の
市
場
で
粉
を
売
り
た
い
と
き
に
は
、

計
墨
人
を
雇
い
売
る
際
に
計
量
さ
せ
る
と
い
う
仕
組
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
で
き
る
。

　
ま
た
引
用
文
⑧
は
、
計
量
人
は
穀
物
や
粉
の
持
ち
主
に
雇
わ
れ
、
そ
の
報

酬
と
し
て
賃
金
を
受
け
取
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
計
量
に
携
わ
る
入
に
は
、
商
品
を
売
る
際
に
計
量
を
も
行
う

販
売
人
や
、
商
店
に
使
用
人
と
し
て
雇
わ
れ
て
小
売
の
際
に
店
頭
で
計
測
す

る
計
墨
人
以
外
に
、
生
産
者
が
穀
物
の
量
を
計
る
と
き
や
、
生
産
者
が
商
人

に
穀
物
を
売
る
と
き
、
生
産
者
や
商
人
が
市
場
で
穀
物
を
売
る
と
き
な
ど
に

遼
寧
の
技
術
を
持
つ
人
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
　
一
時
的
に
雇
わ
れ
る
専
門

の
計
量
人
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
製
粉
ω
～
粉
挽
屋

　
穀
物
、
特
に
小
麦
は
食
用
に
す
る
に
は
通
常
、
製
粉
と
い
う
過
程
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
米
な
ど
他
の
イ
ネ
科
の
穀
物
と
違
っ
て
、
小

麦
は
種
皮
が
堅
く
、
粉
と
な
る
胚
乳
強
磁
が
軟
ら
か
い
こ
と
に
よ
る
。
米
は

外
皮
が
軟
ち
か
く
胚
乳
は
堅
い
の
で
、
精
米
を
し
て
糠
と
な
る
外
皮
を
取
り

除
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
小
麦
の
場
合
は
そ
の
反
対
で
あ
る
た
め
、
そ
の

よ
う
な
方
法
は
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
麦
の
種
皮
を
取
り

除
く
に
は
、
粒
全
体
を
挽
き
砕
い
て
し
ま
う
。
種
皮
部
分
は
比
較
的
大
き
な

か
け
ら
に
、
胚
乳
部
分
は
細
か
い
か
け
ら
に
な
る
の
で
、
あ
る
程
度
、
飾
で

分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
製
粉
の
過
程
を
担
当
す
る
の
が
粉
挽
屋
で
あ
る
。
粉
挽
屋
は
ほ
と
ん

ど
の
史
料
に
現
れ
る
が
、
用
語
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ω
9
同
d
”
d
円
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

賞
廿
冨
P
ω
N
は
α
㊤
ρ
ゆ
9
1
ρ
し
P
は
日
濃
ρ
9
1
囎
で
あ
り
、
H
図
に
は
現
れ

な
い
。

　
粉
挽
屋
は
石
臼
を
備
え
た
製
粉
所
で
製
粉
に
従
事
す
る
職
業
で
あ
る
が
、

製
粉
所
に
は
そ
の
動
力
の
違
い
に
よ
り
二
つ
の
種
類
が
あ
っ
た
。
家
畜
の
動

力
を
利
用
す
る
蛮
力
製
粉
所
潔
斎
β
と
、
川
の
流
心
を
利
用
す
る
水
力
製

粉
所
（
製
粉
水
車
）
欝
冨
で
あ
る
。
H
d
で
記
述
さ
れ
て
い
る
製
粉
所
の

用
語
は
骨
9
1
＃
冒
で
あ
り
、
「
〔
家
畜
は
〕
休
息
が
必
要
な
の
で
、
昼
夜
ご
と
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に
休
ま
せ
る
。
ま
た
、
家
畜
を
四
分
の
一
ワ
イ
パ
以
上
の
製
粉
に
使
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
ら
な
い
。
　
（
唱
・
。
。
り
）
」
と
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
畜
力
に
よ
る
製
粉
所
で

あ
る
。
一
方
、
ω
ρ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
粉
挽
屋
の
記
述
が
欝
冨
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
（
引
用
文
⑤
、
⑥
）
。
回
気
に
も
冨
冨
の
記
述
が
あ
り
、
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ダ
ル
ス
で
の
水
力
製
粉
所
の
広
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
粉
挽
屋
が
製
粉
所
の
所
有
者
で
あ
る
か
、
単
な
る
管
理
人
で
あ
る
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
製
粉
所
に
お
い
て
石
臼
の
操
作
を
受
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
客

が
持
ち
込
ん
だ
穀
物
を
石
臼
で
挽
い
て
、
で
き
上
が
っ
た
粉
を
客
に
返
し
、

そ
の
手
間
賃
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

　
　
⑪
　
ム
フ
タ
シ
ブ
は
、
粉
挽
屋
富
廿
廿
9
1
づ
に
決
っ
た
賃
金
以
外
で
は
穀

　
　
　
物
を
挽
か
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
（
α
↓
や
目
蒔
）

　
　
⑫
粉
挽
屋
旨
㊤
の
森
器
は
製
粉
所
に
お
い
て
一
〇
ラ
ト
ル
以
上
取
っ

　
　
　
て
は
い
け
な
い
。
（
鍵
や
㎝
ω
）

　
　
⑬
彼
（
穀
物
商
人
旨
解
団
騨
）
は
そ
の
村
の
水
車
（
製
粉
所
）
に
着

　
　
　
い
た
。
粉
挽
屋
は
彼
を
見
る
と
、
水
車
か
ら
出
て
い
き
、
そ
こ
に
は

　
　
　
弟
子
を
残
し
て
お
い
た
。
そ
の
人
は
荷
物
を
降
ろ
し
、
製
粉
を
始
め

　
　
　
た
が
、
水
車
の
こ
と
に
慣
れ
て
い
て
、
そ
の
子
供
は
何
も
で
き
ず
、

　
　
　
彼
の
製
粉
が
終
る
ま
で
、
ど
う
し
て
も
〔
粉
を
だ
ま
し
取
る
こ
と
が
〕

　
　
　
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
そ
れ
を
袋
に
集
め
、
子
供
に
製
粉
の

　
　
　
賃
金
を
与
え
、
荷
物
を
荷
馬
に
乗
せ
る
と
去
っ
て
行
っ
た
。
（
。
。
O
℃
．

　
　
　
8

　
引
用
文
⑪
か
ら
は
、
粉
挽
屋
の
賃
金
は
「
定
の
割
合
で
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
引
用
文
⑫
か
ら
考
え
る
と
、
粉
挽
麗
は
賃
金
を
現
物
で
受

け
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
他
に
は
は
っ
き
り
し
た
記
述
は
な
く
、
現
金

で
受
け
取
っ
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
の
西
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
製
粉
所
で
も
賃
金
は
現
物
で
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
現

物
で
受
け
取
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
引
用
文
⑬
の
よ
う
に
粉
挽
屋
は
た
い
て
い
見
習
い
の
子
供
を
弟
子

と
し
て
粉
挽
小
屋
に
お
い
て
お
り
、
し
ば
し
ば
こ
の
子
供
に
詐
欺
を
や
ら
せ

て
い
る
。
H
¢
で
は
各
家
庭
の
小
菱
を
製
粉
所
に
運
び
、
製
粉
後
は
で
き
あ

が
っ
た
粉
を
配
達
す
る
雇
人
が
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ω
ρ
で
は
客
が
自
分

で
穀
物
を
運
ん
で
く
る
例
ば
か
り
で
あ
り
、
弟
子
は
製
粉
の
手
伝
い
を
す
る

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
畜
力
製
粉
と
水
力
製
粉
の
相
違
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
畜
力
製
粉
所
で
あ
れ
ば
、
都
市
内
に
作
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
水
車
で
あ
れ
ば
川
の
近
く
と
い
う
立
地
条
件
が
必
要
で
、
都
市

の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

③
製
粉
②
～
三
人

穀
物
の
籟
か
け
に
は
、
製
粉
前
と
製
粉
後
が
あ
る
。
製
粉
前
の
筋
か
け
は
、
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穀
物
に
混
じ
っ
た
土
や
石
や
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
も
の
で
、
製
粉
後
の
笛
か
け

は
、
粉
と
ふ
す
ま
を
分
別
し
た
り
、
異
な
っ
た
質
の
粉
を
分
別
す
る
も
の
で

あ
る
。
族
人
σ
q
げ
賃
げ
豊
に
も
、
計
蚤
人
と
同
様
に
、
粉
挽
屋
が
筋
か
け
を

行
っ
て
い
た
場
合
と
粉
挽
屋
や
粉
屋
に
雇
わ
れ
て
い
た
場
合
、
独
立
し
て
い

た
場
合
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
⑭
　
　
〔
小
麦
の
飾
人
は
〕
小
麦
か
ら
〔
ゴ
ミ
と
し
て
〕
箭
い
出
し
た
ド

　
　
　
ク
ム
ギ
を
、
賃
金
に
加
え
て
自
分
の
も
の
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

　
　
　
れ
は
穀
物
の
持
ち
主
の
も
の
で
あ
る
。
（
H
諺
や
紹
）

　
　
⑮
酔
人
σ
q
プ
9
。
き
跳
の
不
正
と
は
、
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
も
の

　
　
　
を
、
穀
物
か
ら
選
り
分
け
る
の
を
完
全
に
行
な
わ
な
か
っ
た
り
、
粉

　
　
　
と
ふ
す
ま
を
し
っ
か
り
分
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
Q
Q
ρ
℃
．
b
。
一
）

　
引
用
文
⑭
は
、
製
粉
前
の
鯖
か
け
の
記
述
で
あ
り
、
善
人
は
計
量
入
の
場

合
と
同
様
に
、
穀
物
の
持
ち
主
に
雇
わ
れ
、
賃
金
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。
引
用
文
⑯
は
、
製
粉
前
、
製
粉
後
の
両
方
の
錦
か
け
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
引
用
文
⑦
の
よ
う
に
、
粉
屋
が
節
人
を
雇
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
飾
人
も
、
日
雇
い
の
よ
う
に
雇
わ

れ
る
者
、
商
店
の
従
業
員
と
な
っ
て
い
る
老
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
節
人
と
い
う
職
業
上
は
、
計
量
人
と
同
様
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
史
料
に
し
か

現
れ
ず
、
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
で
は
簾
か
け
は
引
用
文
②
の
よ
う
に
、
蓑
面

上
は
粉
娩
量
や
粉
屋
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
マ
シ

ユ
リ
ク
で
は
実
際
に
籠
人
と
い
う
職
業
が
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
被
雇
用
人
で
あ
る
箭
人
は
、
粉
屋
と
い
う
職
業

に
含
ま
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
て
、
こ
と
さ
ら
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い

だ
け
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
販
売
～
粉
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
製
粉
さ
れ
た
粉
α
8
β
の
販
売
を
専
門
に

行
う
商
人
で
あ
る
。
ω
ρ
で
は
O
p
の
ρ
卿
ρ
’
H
閃
で
は
衰
運
暮
と
い
う
用

語
で
慣
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
商
人
は
、
ス
ー
ク
に
あ
る
自
分
の
店
で
各
種

の
粉
を
販
売
す
る
。
o
o
ρ
の
9
ρ
ρ
8
は
、
舗
人
と
計
量
人
を
擁
す
る
商
人

で
あ
る
が
（
引
用
文
⑦
）
、
粉
の
仕
入
方
法
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
H
園
の

冨
量
感
も
同
様
で
あ
る
。
く
q
に
も
黒
目
暮
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
商

人
は
ス
ー
ク
で
穀
物
を
仕
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
粉
に
し
て
販
売
し
て
い

る
の
か
、
穀
物
の
ま
ま
で
販
売
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
一
方
、

ω
O
に
は
粉
の
持
ち
主
や
粉
の
売
り
手
と
い
う
人
々
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
、
前
述
の
外
部
か
ら
穀
物
を
都
帯
に
運
ん
で
き
た
農
民
や

商
人
な
ど
の
人
々
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
人
々
か
ら
粉
屋
は
仕
入
れ
を
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
、
く
q
の
よ
う
に
穀
物
の
形
で
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

入
れ
て
、
製
粉
所
で
製
粉
を
し
て
か
ら
販
売
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
粉
屋
の
詐
欺
は
、
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⑯
　
彼
ら
の
不
正
に
は
詐
欺
や
ペ
テ
ン
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
は
、

　
　
　
良
い
粉
を
悪
い
粉
と
混
ぜ
た
も
の
を
、
ム
フ
タ
シ
ブ
が
彼
ら
に
対
し

　
　
　
て
決
定
し
た
、
良
い
粉
の
価
格
で
売
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
買
い

　
　
　
手
に
見
え
る
よ
う
に
良
い
粉
を
悪
い
粉
の
上
に
置
く
こ
と
も
あ
り
、

　
　
　
そ
し
て
、
そ
の
中
の
方
か
ら
掬
っ
て
買
い
手
に
手
渡
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
ω
ρ
や
b
。
O
）

と
い
う
よ
う
な
、
粉
の
品
質
の
偽
り
が
多
い
。
こ
れ
以
外
に
も
、
ふ
す
ま
や

他
の
穀
物
の
粉
を
混
ぜ
る
と
い
う
不
正
も
あ
る
。

　
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
で
は
、
明
確
に
粉
販
売
を
主
要
な
活
動
と
し
て
い
た

商
人
は
現
れ
な
い
。
粉
の
販
売
は
穀
物
商
人
か
、
粉
挽
屋
が
行
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
前
述
の
よ
う
に
、
製
粉
所
が
市
場
内
に
あ
る
と
い
う
立

地
条
件
の
相
違
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

㈲
パ
ン
製
造
q
D
～
パ
ン
屋

　
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
に
お
け
る
最
も
重
要
な
粉
の
利
用
法
は
パ
ソ
ぽ
げ
昏
N

製
造
で
あ
る
。
ω
ρ
に
よ
る
と
、
パ
ン
を
作
る
に
は
、
粉
に
、
粉
の
半
分
の
量

の
水
と
塩
を
加
え
よ
く
練
る
。
そ
し
て
、
ね
り
上
が
っ
た
パ
ソ
生
地
．
ε
貯

を
盆
に
並
べ
て
上
に
布
を
か
け
て
寝
か
せ
、
十
分
発
酵
さ
せ
て
か
ら
か
ま
ど

費
露
に
入
れ
て
焼
い
た
。
パ
ソ
に
は
発
酵
さ
せ
た
も
の
閃
げ
ρ
ヨ
胃
と
、
発

酵
さ
せ
な
い
も
の
賞
叶
胃
と
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
史
料
も
発
酵
パ
ン
を
主
に

記
述
し
て
い
る
。
発
酵
さ
せ
る
に
は
、
パ
ン
種
陸
圏
㊤
鷺
山
ρ
を
入
れ
る
揚
合

と
入
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
α
目
に
は
パ
ソ
種
を
入
れ
る
こ
と
が

は
っ
き
り
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
史
料
で
は
特
に
一
面
及
さ
れ
て
は
お
ら

ず
、
パ
ン
種
を
入
れ
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
パ
ン
種
を
入
れ

な
く
て
も
寝
か
せ
て
お
け
ば
、
空
気
中
の
菌
に
よ
っ
て
発
酵
す
る
た
め
で
あ

る
。
パ
ソ
種
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
は
記
し
て
い
な
い
史
料
も
、
パ
ン
は
発

酵
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
発
酵
パ
ソ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考

　
　
　
　
　
⑪

え
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
⑰
　
マ
ラ
ガ
の
水
車
で
、
語
る
必
要
の
あ
る
、
驚
く
べ
き
こ
と
が
あ
っ

　
　
　
た
。
白
い
土
の
採
れ
る
洞
窟
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
そ
の
土
を
掘
り
、

　
　
　
粉
に
混
ぜ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
地
区
の
人
々
は
、
そ
れ
を
粉
に
混
ぜ

　
　
　
る
と
発
酵
が
よ
く
な
る
と
主
張
す
る
。
マ
ラ
ガ
の
ヒ
ス
バ
の
監
視
人

　
　
　
は
そ
れ
を
禁
じ
、
あ
る
時
は
洞
窟
の
入
り
口
を
塞
ぎ
、
ま
た
あ
る
時

　
　
　
は
土
で
埋
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
無
視
さ
れ
、
〔
人
々
は
〕

　
　
　
そ
れ
を
掘
っ
て
不
正
を
す
る
の
で
あ
る
。
（
ω
ρ
や
b
。
b
。
）

　
こ
の
よ
う
に
、
パ
ン
を
発
酵
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
な
り
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
パ
ソ
は
、
小
麦
の
み
で
作
っ
た
も
の
以
外
に
、
米
や
大
麦
な
ど
の
他
の
穀

物
を
混
ぜ
た
も
の
も
作
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
他
の
粉
が
混
ざ
っ
て
い
る
パ

ソ
は
発
酵
が
良
く
な
く
、
消
化
も
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
小
麦
の
み
の
パ
ソ
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が
最
も
よ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
パ
ン
屋
は
し
ば
し
ぼ
他

の
穀
物
を
混
ぜ
た
も
の
を
小
幕
パ
ソ
と
偽
っ
て
売
り
、
不
正
な
利
益
を
得
よ

う
と
し
た
。

　
パ
ソ
屋
夢
§
騨
N
は
、
粉
を
練
っ
て
パ
ソ
生
地
を
作
り
、
か
ま
ど
で
焼

い
て
売
る
と
い
う
、
パ
ン
製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
全
て
の
工
程
を
行
っ
て
い

た
商
人
で
あ
る
。
こ
の
犀
冨
げ
げ
箇
N
は
、
く
q
を
除
く
全
て
の
史
料
に
現
れ
、

仕
事
内
容
は
ど
の
史
料
も
同
様
の
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
東
西
で
そ
れ
ほ
ど

相
違
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
引
用
文
⑦
の
よ
う
に
、
パ
ソ
屋
は
使
用
人
を
何
人
か
使
う
比
較
的
大
き
い

店
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
材
料
の
粉
は
粉
屋
や
粉
挽
屋
か
ら
納
入
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
粉
を
計
童
人
が
計
量
し
、
パ
ン
こ
ね
人
が
決
め
ら

れ
た
割
合
の
粉
と
水
を
混
ぜ
て
パ
ソ
生
地
を
作
る
。
こ
の
際
に
粉
を
少
な
目

に
計
量
し
た
り
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
ね
る
際
に
は
汗
や
唾
が
生
地
に
落
ち
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
パ
ン
生
地
を
発
酵
さ
せ
た
あ
と
、
規
定

の
量
に
な
る
よ
う
に
計
量
し
て
切
る
。
こ
れ
を
パ
ン
焼
き
人
が
か
ま
ど
で
焼

い
て
、
売
り
子
が
売
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

⑥
　
パ
ン
製
造
働
～
パ
ン
焼
き
屋

　
史
料
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
屋
以
外
に
も
パ
ン
製
造
に
関
わ
っ
て
い
た
職
業
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
パ
ン
焼
き
屋
賞
躊
創
づ
で
あ
る
。
こ
の
用
語
宙
体
は
Q
り
N
勺

H
ρ
H
搾
ω
ρ
に
み
ら
れ
る
。
　
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
（
Q
Q
N
噂
回
q
）
で
は
、

㌶
員
9
は
客
の
持
参
し
た
パ
ン
生
地
を
か
ま
ど
で
焼
い
て
、
焼
き
上
が
っ

た
パ
ン
を
客
に
返
す
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
パ
ソ
製
造
工
程
の
う

ち
パ
ソ
焼
き
作
業
の
み
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
醤
冨
げ
げ
曾
　
の
雇

人
で
は
な
く
、
別
個
の
職
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
両
者
が
別
々
の
章
に
記

述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
「
人
々

の
生
地
の
皿
が
多
く
な
る
と
き
、
各
々
の
パ
ン
を
他
と
区
別
す
る
印
を
付
け

た
後
、
皿
か
ら
出
す
。
全
て
が
混
ざ
っ
て
分
か
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
。

（QD

m
℃
．
卜
。
蒔
）
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
賞
匿
習
が
自
分
で
は
生
地
を
作
ら

ず
、
客
か
ら
パ
ソ
生
地
を
預
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
パ
ソ
焼
き
屋
の
い
る
公
共
の
か
ま
ど
は
都
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に

　
　
⑫

あ
っ
た
。

　
ア
ン
ダ
ル
ス
で
も
H
図
で
は
両
者
が
別
々
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
マ
シ
ュ

リ
ク
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
H
諺
で

は
聾
ゆ
げ
ぴ
欝
し
か
現
れ
な
い
し
、
ω
ρ
で
は
引
用
文
⑦
に
あ
る
よ
う
に
、

融
円
轟
⇒
は
菖
騨
げ
げ
習
の
雇
人
、
　
つ
ま
り
パ
ソ
屋
の
店
で
パ
ソ
を
焼
く
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

事
を
す
る
者
を
指
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
単
独
で
認
述
さ
れ
て
い
る

記
事
で
は
、
h
霞
轟
昌
が
パ
ソ
屋
の
雇
人
か
パ
ン
焼
き
屋
か
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
ア
ソ
ダ
ル
ス
で
は
マ
シ
ェ
リ
ク
の
よ
う
に
両
者
の
区
別
を
示
す

史
料
が
少
な
い
。

ユ09　　（447）



　
鍵
畦
似
昌
と
犀
げ
p
げ
げ
叫
N
と
い
う
二
種
類
の
職
業
が
存
在
し
た
の
は
、
バ

ソ
を
店
で
買
う
者
と
、
小
麦
や
粉
を
買
っ
て
、
自
分
で
パ
ソ
生
地
を
練
り
、

焼
く
と
き
に
の
み
業
者
に
頼
む
者
と
が
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
両
方

の
店
の
客
層
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
q
に
「
家
庭
用
の
小

麦
の
粉
挽
屋
冨
＃
ザ
9
1
p
鉱
－
ρ
帥
遺
骨
9
き
ρ
曳
葱
菖
に
は
、
我
々
が
〔
以
下
に
〕

語
る
こ
と
を
自
分
の
家
で
食
事
す
る
人
の
た
め
に
行
わ
せ
る
。
大
抵
の
人
々

は
そ
う
し
て
お
り
、
　
ス
；
ク
の
パ
ソ
園
げ
償
び
N
巴
あ
創
臼
を
食
べ
よ
う
と
は

し
な
い
か
ら
。
（
や
O
O
）
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
一
般
の
市
民
は
自
分
で

パ
ン
生
地
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ス
ー
ク
で
パ
ン
を
買
う
人
は
、
旅

行
老
、
一
時
滞
在
者
、
独
身
者
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
に
あ
る
人
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
パ
ン
焼
き
屋
は
、
粉
挽
屋
が
客
の
粉
の
一
部
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
と
同

様
に
、
そ
の
労
働
報
酬
と
し
て
客
の
パ
ソ
生
地
の
一
部
門
受
け
取
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
に
は
な
に
も
記
述
さ

れ
て
い
な
い
が
、
ア
ソ
グ
ル
ス
の
史
料
に
は
げ
ξ
鴇
p
と
呼
ば
れ
る
小
パ
ン

の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
明
確
な
説
明
は
本
文
中
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
こ
の
小
パ
ン
は
他
の
パ
ン
と
区
別
し
て
焼
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ

を
集
め
て
大
き
な
パ
ン
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
あ
り
、
他
の
普
通
の
パ
ン

と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

隔
慰
者
昌
の
賃
金
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
を
焼
く
手
数
料
と
し

て
、
こ
の
小
パ
ン
の
生
地
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
塾
主
鼠
昌
は
こ
れ
を
焼

い
て
売
り
、
収
入
と
す
る
。
こ
の
び
醸
観
覧
か
ら
派
生
し
た
と
さ
れ
る
娼
。
《
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
い
う
ス
ペ
イ
ン
語
に
は
「
パ
ソ
焼
き
人
の
賃
金
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
の
ω
N
と
H
¢
に
は
、
｛
二
二
口
は
か
ま
ど

を
パ
ン
だ
け
で
な
く
魚
を
焼
く
の
に
も
使
用
す
る
た
め
、
魚
の
油
が
パ
ソ
に

付
か
な
い
よ
う
に
両
者
を
分
け
て
置
く
よ
う
、
ム
フ
タ
シ
ブ
が
指
導
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
か
ま
ど
は
パ
ン
専
用

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
犀
げ
p
び
げ
帥
N
と
は
現
ら
か
に
性
質
の
違
う

も
の
で
あ
る
。

⑦
　
パ
ン
以
外
の
粉
利
用
～
料
理
人

　
粉
の
パ
ソ
以
外
の
利
用
法
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
材
料
と
し
て

の
も
の
も
あ
っ
た
。
粉
の
消
費
の
全
体
量
か
ら
見
れ
ば
、
料
理
用
の
粉
の
星

は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ヒ
ス
バ
の
手
引
書
に
み
ら
れ

る
だ
け
で
も
各
種
の
料
理
に
粉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
粉
を
使
用
す
る
料
理
の
中
に
は
、
ハ
リ
ー
サ
げ
葭
冨
p
と
呼
ば
れ
る
肉
料

理
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
東
西
両
方
の
史
料
に
現
れ
る
料
理
で
あ
り
、
当
時

か
な
り
一
般
的
な
料
理
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
魚
の
揚
げ
物
や
菓

子
類
に
も
粉
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
料
理
人
に
関
す
る
不
正
は
、
品
質
の

良
い
粉
の
代
わ
り
に
悪
い
粉
を
使
う
こ
と
や
、
粉
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
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つ
た
。こ

の
よ
う
な
各
種
の
料
理
人
は
、
市
場
の
中
で
店
を
構
え
て
商
売
し
て
お

り
、

粉
は
粉
屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
秤
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
い
ρ
誓
㊤
巳
の
、
、
同
ぴ
①
ぎ
8
「
℃
「
o
欝
二
〇
戸
：
．
、
参
照
。

②
　
ω
ρ
に
、
各
単
位
の
換
算
値
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
麦
で

　
は
、
　
一
カ
ダ
フ
“
三
〇
、
三
二
、
三
三
、
三
四
ラ
ト
ル
で
あ
る
。
　
～
ラ
ト
ル
“

　
＝
ハ
ウ
ー
キ
ー
ヤ
、
一
ウ
ー
キ
ー
や
睦
二
〇
デ
ィ
ル
ハ
ム
で
あ
る
の
で
、
一
デ
ィ

　
ル
ハ
ム
”
一
・
五
グ
ラ
ム
を
採
用
す
る
と
、
一
ウ
ー
キ
ー
や
雁
三
〇
グ
ラ
ム
、
一

　
ラ
ト
ル
闘
四
八
○
グ
ラ
ム
よ
り
、
一
直
ダ
フ
ー
1
一
四
四
〇
〇
～
エ
ハ
三
一
　
○
グ
ラ

　
ム
と
な
る
（
O
ぴ
鉱
ヨ
O
寅
［
O
①
盆
δ
謡
い
℃
・
・
．
．
田
〈
団
匪
慈
σ
斯
四
島
σ
9
〒
覚
ω
－

　
σ
9
＞
…
、
．
噂
や
。
。
ω
）
。

③
　
升
の
中
に
穀
物
を
詰
め
込
ん
で
、
升
の
標
準
量
よ
り
多
い
量
を
量
り
取
る
こ

　
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
買
い
手
が
得
を
す
る
。

④
　
小
麦
の
小
売
り
で
は
ル
ブ
ア
が
よ
く
使
わ
れ
る
単
位
で
あ
っ
た
。
小
麦
一
ル
ブ

　
ア
翻
二
五
ラ
ト
ル
貯
｝
二
〇
〇
〇
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

⑤
ω
考
℃
．
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
旨
僧
翰
は
「
粉
砕
、
製
粉
」
を
意
味

　
し
、
曇
認
ρ
甜
は
ヨ
爵
謬
と
呼
ば
れ
る
機
械
（
鋏
に
似
た
機
械
、
お
そ
ら
く
製

　
粉
機
、
石
臼
）
を
操
作
す
る
人
で
あ
り
、
粉
挽
屋
を
意
味
し
た
。
こ
の
単
語
が
現

　
れ
る
の
は
後
の
引
用
文
⑫
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

⑥
こ
の
部
分
は
ω
N
に
は
な
い
の
で
、
＝
ニ
ー
一
臨
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
の
状
態
を

　
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑦
地
理
書
に
よ
れ
ば
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
水
力
製
粉
所
が
一
般
的

　
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
主
要
な
凋
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
製
粉
所
犀
冨
が
し
ば
し
ば

　
記
述
さ
れ
て
い
る
（
o
野
霊
『
筥
・
b
題
ミ
奪
識
。
噌
ミ
ミ
．
ミ
、
耐
§
ミ
一
こ
．
助
愚
構
鳶
・

　
い
。
識
魯
一
Q
。
ま
（
お
や
〉
ヨ
。
。
け
o
a
帥
話
お
①
㊤
）
…
じ
⇔
舞
二
、
b
器
ミ
鴬
欺
§
§
㌧
ミ
嵐
饗
偽

　
篭
ミ
ミ
ミ
§
ミ
3
＞
お
。
辱
お
二
－
雛
（
槻
。
マ
守
『
冨
一
8
窃
）
）
α

⑧
末
尾
長
行
「
西
南
ア
ジ
ア
の
水
車
・
風
車
調
査
覚
書
ω
」
『
関
西
大
学
東
西
学

　
術
研
究
所
紀
要
』
一
九
七
七
年
。

⑨
α
帥
ρ
ぢ
は
　
般
に
小
麦
粉
を
指
し
、
他
の
穀
物
の
粉
を
指
す
場
合
に
は
魯
ρ
ぢ

　
鑓
あ
び
ρ
、
買
の
よ
う
に
穀
物
名
を
後
に
つ
け
る
。

⑩
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
「
あ
る
言
入
た
ち
は
、
賃
貸
で
水
車
を
借
り
、
穀
物

　
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
粉
に
し
、
同
じ
く
賃
貸
の
店
で
そ
れ
を
売
る
」
と
記
述
し
て

　
い
る
。
こ
れ
は
一
穴
世
紀
の
ブ
ェ
ズ
の
様
子
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
形
態
を
と

　
る
商
人
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
密
碧
由
①
9
い
、
〉
隷
8
一
斜
b
a
ミ
愚
§
起
§

　
馬
．
奪
爵
§
、
勺
黛
尻
這
α
O
り
く
．
一
℃
■
δ
b
。
）
。

⑪
今
日
の
中
東
で
食
さ
れ
て
い
る
ホ
ブ
ズ
、
ナ
ン
は
ど
ち
ら
も
発
酵
パ
ソ
で
あ

　
り
、
現
在
で
も
中
東
地
域
で
は
発
酵
バ
ン
が
｝
般
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

　
る
。
向
後
紀
代
美
、
神
綺
宣
武
、
街
道
憲
久
噸
粉
食
文
化
と
肉
食
文
化
』
（
シ
リ

　
ー
ズ
食
文
化
の
発
見
「
世
界
編
」
3
）
柴
田
書
店
　
一
九
八
　
年
、
中
尾
佐
助

　
『
料
理
の
起
源
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
｝
九
七
二
年
参
照
。

⑫
　
ω
凶
や
ト
。
蒔
に
「
ム
フ
タ
シ
ブ
は
、
彼
ら
を
町
の
小
道
や
街
区
な
ど
に
分
散
さ

　
せ
る
。
そ
れ
ら
は
有
用
な
設
備
で
あ
る
し
、
人
々
の
必
要
が
大
き
い
か
ら
」
と
あ

　
る
。

⑬
　
o
Q
ρ
に
は
、
ず
疑
習
の
他
に
宅
p
自
聞
と
い
う
用
語
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
パ

　
ン
焼
き
入
で
あ
る
の
は
内
容
か
ら
盟
ら
か
で
あ
る
が
、
ω
N
に
見
ら
れ
る
h
韓
感
昌

　
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
パ
ソ
屋
の
使
用
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑭
い
蝕
崔
3
．
．
o
。
o
舅
①
O
げ
ω
g
く
馨
ご
ロ
ω
…
、
”
参
照
。

⑮
　
ω
口
℃
℃
．
参
照
。
℃
o
寓
餌
「
共
同
の
か
ま
ど
で
、
パ
ン
ま
た
は
現
金
で
支
払
わ
れ

　
る
手
数
料
」
、
℃
睾
α
。
娼
。
騰
「
パ
ン
焼
き
の
代
金
に
、
公
共
の
か
ま
ど
で
納
付

　
さ
れ
る
も
の
」
、
ぎ
崔
〇
二
。
で
。
器
「
パ
ン
で
支
払
わ
れ
る
公
共
の
か
ま
ど
」

　
（
い
8
σ
q
■
）
。
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五
　
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
至
る
穀
物
の
流
れ

　
以
上
、
穀
物
に
関
わ
る
諸
職
業
を
順
に
記
述
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
各

職
業
の
具
体
的
活
動
内
容
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

つ
ぎ
に
穀
物
の
流
通
か
ら
見
た
各
職
業
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
図
1
、
2
は
、
三
、
四
章
で
説
明
し
た
諸
職
業
の
間
で
の
穀
物
の
流
れ
を

概
念
的
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
図
と
も
、
都
帯
、
市
場
と
い
う
枠
を

設
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
理
的
な
枠
と
言
う
よ
り
は
、
経
済
関
係
の
範

囲
を
想
定
し
た
枠
で
あ
る
。
都
市
枠
を
ま
た
い
で
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た

の
は
、
農
民
と
穀
物
商
人
で
あ
っ
た
が
、
都
市
外
部
と
内
部
の
両
方
に
経
済

的
基
盤
を
持
っ
て
い
た
の
は
穀
物
商
人
の
み
で
、
農
民
は
生
産
物
を
売
る
た

め
に
一
時
的
に
都
市
に
入
っ
て
く
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
農
艮
か
ら
発
し
た
穀

物
お
よ
び
粉
の
流
れ
は
矢
印
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ヒ
ス
バ
の

手
引
書
は
個
々
の
職
業
の
記
述
に
は
詳
し
い
が
、
職
業
間
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
は
っ
き
り
と
記
述
し
て
い
な
い
場
合
が
か
な
り
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の

不
足
を
補
う
よ
う
、
こ
れ
ら
の
図
に
は
推
定
経
路
も
あ
え
て
記
入
し
た
。

　
図
1
は
マ
シ
ュ
リ
ク
の
場
合
を
想
定
し
て
お
り
、
製
粉
所
は
畜
力
製
粉
で

都
市
内
も
し
く
は
そ
の
近
郊
に
あ
り
、
都
市
の
経
済
枠
の
中
に
含
ま
れ
る
場

　
　
　
①

合
で
あ
る
。
一
方
、
図
2
は
ア
ソ
ダ
ル
ス
の
場
合
で
あ
り
、
粉
挽
屋
は
製
粉

水
車
を
使
用
し
て
い
て
、
都
市
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
都
市
枠
の

外
側
に
あ
る
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
。

　
図
1
、
2
と
も
、
穀
物
流
通
の
起
点
は
農
民
で
あ
り
、
農
民
自
身
、
あ
る

い
は
農
民
か
ら
買
い
付
け
た
穀
物
商
人
に
よ
っ
て
穀
物
は
都
市
に
運
ば
れ
る
。

都
市
に
運
び
込
ま
れ
た
穀
物
が
、
製
粉
さ
れ
た
粉
と
し
て
最
終
的
に
市
民
の

手
に
渡
る
ま
で
に
は
、
市
場
内
に
お
い
て
穀
物
を
扱
う
穀
物
商
人
、
粉
屋
、

お
よ
び
粉
挽
屋
と
い
う
業
者
を
経
由
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
三
者
の
間

の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。

　
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
粉
挽
屋
は
製
粉
業
の
み
に
従
事
す
る
と
限
定

で
き
る
が
、
穀
物
商
人
と
粉
屋
は
活
動
範
囲
が
か
な
り
重
な
り
合
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
大
規
模
な
穀
物
商
人
の
中
に
は
、
製
粉
前
の
穀
物
を
扱
う

ば
か
り
で
な
く
、
仕
入
れ
た
穀
物
を
製
粉
し
て
、
市
場
内
に
持
っ
て
い
る
店

舗
で
粉
屋
と
し
て
販
売
し
て
い
る
鴬
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
…

部
の
粉
屋
は
穀
物
商
人
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
マ
シ
ュ
リ
ク
で
は
、
史
料
に
現
れ
る
の
は
穀
物
商
人
と
粉
挽
屋
の

み
で
、
粉
の
販
売
に
関
し
て
は
言
及
が
な
い
た
め
、
ど
の
商
人
が
行
っ
て
い

た
の
か
さ
え
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
穀
物
商
人
と
粉
挽
屋
の
両
方
と
も
が
粉

販
売
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
毎
碍
大
星
の
粉
を
必
要

と
す
る
パ
ソ
屋
に
は
、
粉
凝
屋
か
ら
粉
が
直
接
納
入
さ
れ
て
い
た
の
で
、
粉

挽
屋
が
粉
販
売
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
業
種
間
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
、
岡
じ
穀
物
を
扱
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　　　　　　　　　図1　生産者から消費者に至る穀物の流れ（マシュリク）
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図2　生産者から消費者に至る穀物の流れ（アンダルス）
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そ
し
て
そ
れ
ら
が
区
別
さ
れ
ず
に
史
料
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
に
穀
物
商
人
、
粉
屋
、
粉
挽
屋
を
単
純
に
図
示

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
経
路
も
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
各
業

種
は
典
型
的
な
も
の
を
想
定
し
、
最
も
主
要
な
経
路
を
図
示
し
て
、
お
お
よ

そ
の
流
れ
を
つ
か
ん
で
み
た
。

　
計
量
人
、
笛
人
は
そ
の
雇
用
形
態
に
よ
り
、
商
店
に
雇
わ
れ
て
い
る
老
と

一
時
雇
い
の
者
が
あ
っ
た
が
、
比
較
的
大
規
模
な
穀
物
商
、
パ
ソ
屋
で
は
計

盤
人
、
簾
人
は
雇
わ
れ
て
い
た
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の

職
業
の
枠
の
中
に
含
め
た
。
一
時
雇
い
の
者
は
、
お
も
に
農
民
が
販
売
す
る

際
に
雇
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
規
模
の
粉
屋
、
粉
挽
屋
、

料
理
屋
な
ど
で
は
店
の
主
人
が
計
量
を
も
行
っ
て
い
た
で
あ
・
ろ
う
。
マ
シ
ュ

リ
ク
の
図
に
お
い
て
は
、
史
料
上
に
現
れ
て
い
な
い
た
め
図
示
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
東
西
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
商
品
の
所
有
権
が
移
る
あ
ら
ゆ
る
場
合
に

お
い
て
（
す
な
わ
ち
図
譜
の
矢
印
の
過
程
に
お
い
て
）
計
量
と
い
う
行
為
は

必
ず
行
わ
れ
て
い
た
。

　
パ
ン
製
造
に
関
す
る
職
業
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
屋
と
パ
ン
焼
き
屋
と
い
う

二
種
類
の
職
種
が
存
在
し
た
。
帯
民
が
パ
ン
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
で
き
あ

が
っ
た
パ
ソ
を
パ
ン
屋
で
買
う
方
法
と
、
自
宅
で
パ
ン
生
地
を
つ
く
り
、
パ

ン
焼
き
屋
で
焼
い
て
も
ら
う
方
法
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二

つ
の
パ
ソ
入
手
方
法
が
並
立
し
て
存
在
し
て
い
た
の
は
、
史
料
の
書
か
れ
た

時
期
が
パ
ソ
製
造
方
法
の
移
行
期
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
市
民
は
自
分
た
ち
の
必
要
な
分
の
パ
ン
を

自
給
し
て
い
た
が
、
都
市
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
都
市
内
で
パ
ソ
製

造
を
専
門
と
す
る
業
者
が
現
れ
、
そ
れ
ま
で
の
自
家
製
パ
ソ
に
加
え
て
、
販

売
さ
れ
る
パ
ソ
も
増
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

翻
そ
こ
で
、
最
終
的
消
費
者
で
あ
る
市
民
も
、
パ
ソ
の
入
手
方
法
に
よ
り
ニ

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
「
市
民
一
」
は
自
分
で
パ
ソ
生
地
を
つ
く
り
、

パ
ン
焼
き
屋
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
「
市
民
二
」
は
自
分
で
は
パ

ソ
を
作
ら
ず
、
パ
ソ
屋
で
買
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
商
品
の
購
入
老
は
ヒ
ス

パ
の
手
引
霧
に
は
っ
き
り
と
は
現
れ
て
こ
な
い
の
で
、
「
市
民
一
」
が
ど
の

よ
う
な
商
人
か
ら
穀
物
や
粉
を
買
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
彼
ら
の
中

に
は
穀
物
の
形
で
買
い
入
れ
、
自
分
で
製
粉
所
に
運
ん
で
製
粉
し
て
も
ら
っ

て
い
た
者
も
多
数
存
在
し
た
。
た
だ
、
大
き
な
都
市
で
あ
っ
た
り
、
製
粉
所

が
都
市
の
内
部
や
近
郊
に
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
粉
の
形
で
購
入
す
る
割
合

が
高
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
市
民
一
」
は
恒
常
的
に
そ
の
都
市
に
住
む
人

々
で
、
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
彼
ら
の
市
民
全
体
に
占
め
る
割
合
は
か
な
り
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
正
確
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
「
市
民
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二
」
に
含
ま
れ
る
人
々
は
、
旅
行
者
、
学
生
、
一
時
滞
在
者
、
独
身
者
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
図
で
東
西
を
比
較
し
て
み
る
と
、
穀
物
流
通
の
基
本
経
路
は

ア
ソ
ダ
ル
ス
と
マ
シ
ュ
リ
ク
で
ほ
と
ん
ど
相
違
は
な
い
。
た
だ
、
一
つ
大
き

な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
粉
挽
屋
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
、
粉
挽
屋
が

水
力
を
利
用
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
立
地
が
都
市
粋
の
外
側
に
な
り
、
製

粉
所
と
粉
屋
が
は
っ
き
り
分
離
し
て
い
る
の
に
対
し
、
マ
シ
ュ
リ
ク
で
は
粉

挽
屋
が
畜
力
利
用
で
あ
る
た
め
に
市
場
枠
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
粉

挽
屋
が
ア
ソ
ダ
ル
ス
に
お
け
る
粉
屋
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
は
両
者
の
製
粉
方
法
に
起
因
す
る
製
粉
所
の
立
地
の
相
違
で
あ
る
。

製
粉
方
法
の
違
い
に
よ
り
、
製
粉
業
と
そ
れ
に
関
係
す
る
粉
販
売
の
仕
組
み

に
東
西
で
違
い
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
　
た
だ
し
こ
れ
が
、
マ
シ
ュ
リ
ク
で
は
水
車
に
よ
る
製
粉
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

　
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
シ
ュ
リ
ク
の
史
料
に
水
車
の
記

　
述
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
、
水
車
に
よ
る
製
粉
の
比
重
が
ア
ン
ダ
ル
ス
よ
り
も
低

　
か
っ
た
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

六
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
九
～
一
四
世
紀
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
起
こ
っ

て
い
た
。
食
糧
生
産
が
行
わ
れ
な
い
都
市
で
多
数
の
住
民
が
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
発
達
が
必
要
で
あ
っ
た
。
穀
物
の
流
逸
を

見
て
も
、
す
で
に
こ
の
時
代
に
あ
る
程
度
整
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
農
民
を
出
発
点
と
し
、
都
市
民
を
終
着
点
と
す

る
穀
物
の
流
通
経
路
に
は
、
輸
送
、
販
売
、
加
工
な
ど
を
専
門
と
す
る
数
多

く
の
職
種
が
存
在
し
て
い
た
。
各
商
店
は
、
使
用
人
を
多
く
雇
っ
て
い
る
大

規
模
商
店
か
ら
露
天
商
や
行
商
人
ま
で
、
様
々
に
分
化
し
て
い
た
し
、
流
通

の
途
中
に
関
与
す
る
仲
買
人
や
錦
人
、
計
蚤
人
と
い
う
独
立
し
た
職
種
も
出

現
し
て
い
た
。
自
給
が
一
般
的
で
あ
っ
た
パ
ン
に
つ
い
て
も
、
次
第
に
専
門

の
業
者
が
現
れ
、
パ
ソ
製
造
を
全
て
代
行
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
ま
た
各
種
の
料
理
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
も
現
れ
、
主
食
以

外
の
調
理
済
み
の
食
品
も
簡
単
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
を
統
括
し
、
監
督
す
る
ム
フ
タ
シ
ブ
と
い
う
役
人
も
任

命
さ
れ
、
都
市
の
物
流
シ
ス
テ
ム
は
円
滑
に
動
い
て
い
た
。

　
本
論
文
で
は
穀
物
流
通
を
検
討
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
は

古
代
か
ら
今
艮
に
至
る
ま
で
、
お
も
に
穀
物
を
主
た
る
作
物
と
し
て
栽
培
し

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
圏
々
は
そ
の
経
済
基
盤
を
こ
れ
ら
の
穀

物
に
お
い
て
き
た
。
穀
物
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
全
て
の
経
済
活
動
の
基
礎
で

あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
と
文
化
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

穀
物
の
流
通
を
考
え
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
経
済
を
考
え
る
こ
と
と

言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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ヒ
ス
バ
の
手
引
審
で
は
、
数
あ
る
穀
物
の
う
ち
で
も
と
く
に
小
麦
を
主
要

な
穀
物
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
扱
っ
た
穀
物
も

お
も
に
小
麦
で
あ
り
、
概
念
図
に
し
ズ
も
小
麦
の
経
路
を
表
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
他
に
も
多
く
の
種
類
の
穀

物
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
途
と
霊
要
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
記
述
が
小
麦
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の

史
料
が
ム
フ
タ
シ
ブ
の
手
引
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ム
フ
タ
シ
ブ
は
都
市
の
経
済
秩
序
を
守
る
役
目
を
帯
び
て

お
り
、
そ
れ
に
は
市
民
の
主
食
の
供
給
安
定
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
引
書
の
記
述
も
主
食
で
あ
る
小
麦
に
集
中
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
小
麦
を

中
心
と
す
る
穀
物
の
流
通
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
ど
の
よ
う
な

点
が
主
食
の
供
給
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
の
か
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
穀
物
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ム

社
会
の
経
済
活
動
の
発
達
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
と
思
わ

れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
同
様
に
穀
物
を
主
に
栽
培
し
、
穀
物
か
ら
製
造
し

た
パ
ン
を
主
食
と
し
て
ぎ
た
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
は
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
と
比
べ
て
史
料
も
多
く
、
各
職
業
の
活
動
内
容
や
流
通
機
構
も
か
な
り
明

　
　
　
　
　
　
　
①

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
の
よ
う
な
流
通
機
構
の
検
討
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
の
比
較
も
可
能
と
な
り
、
イ
ス
ラ
ム
世
界

の
穀
物
流
通
の
特
徴
や
、
経
済
活
動
の
発
展
形
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
　
デ
ポ
ル
ト
著
、
『
中
世
の
パ
ン
』
（
男
・
U
o
ω
℃
o
昌
o
ρ
卜
馬
憾
ミ
§
喬
農
§
o
い
一
§
禽
3

　
9
帥
く
角
O
『
σ
き
お
Q
。
噌
）
、
白
水
社
　
一
九
九
二
年
参
照
。

（
ム
ハ
ソ
噂
ド
巴
町
大
学
研
究
蛋
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